
マリーの説明が終え、バラックとマリーが看護婦室から出てゆくと、祐

子は直ぐにピピのところに行った。ピピも先ほどのマリーの話を聴いて

緊張しているようだったが、祐子から目を逸らしながらも、耳だけは祐

子の話を聞き取ろうとしているようだった。

「Pipi, Hii ni Yangu lover. Lover wangu ni katika Japan. Ninampenda

naye」(ピピ、これはわたしの恋人よ。日本に恋人がいるの。彼を愛し

ているの)

祐子の目から涙が流れ落ちた。急に悲しみがこみ上げてきて、声を出し

て泣き始めた。

「えーん、えーん、えーん･･････」

ピピも涙を流した。傍に寄って来たスージとマリゼも涙ぐんだ。

「Yuko, nisamehe. Je, unajua. Nisamehe.」（祐子ごめんなさい。知らなか

ったの。ごめんなさい）

祐子は泣き止んだ。そしてピピに近づき抱き締めた。寄って来た看護婦

たちも、ふたりが仲直りしたのを見てほっとした。看護婦たちは患者を

診るために三々五々病室に出て行った。祐子も病室を出て自分の担当し

ている患者を廻った。初めは両目を失った老人だった。足腰も弱ってい

て何時も祐子が来るのを楽しみにしている。眼の状態は一進一退だっ

た。次は２５，６歳の若者だった。腹部に銃弾を受けて貫通していたが、

内臓に損傷が残り肝機能に障害が起きていた。祐子の顔を見ると、褐色

の顔がやや紅潮して来たのが分かった。脈を取ってもらうとき、祐子の

顔をじっと見つめていた。次は４５歳の未亡人だった。年齢はマリゼか

ら聞いたのだが、見た目は既に６０歳を超えているようにさえ思える。

栄養失調の影響で腎機能不全を起こしている。透析設備も無く、体温と

尿のチェックだけの看病である。患者は祐子の顔を見ると涙を流した。

祐子は彼女の背中を１０分ほど摩ってやるのが日課になっていた。祐子

が摩ってやると、いつものように心地よさそうに眠りに落ちた。次は両

足を切断した３６歳の男性だった。祐子は下の世話もした。男性は世話

をされるときは眼を瞑っていた。祐子はそれを無言で行った。そのとき

が男性にとって一番辛い時のようだった。汚物の始末を終えると、祐子
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は何事も無かったかのように男性に笑顔を送ってから、その場を去っ

た。男性はそのときにこの上ない幸せを感じているようだった。男性に

は妻も子も無く、母親が時々来て見舞っていたが、身内はその母親と自

宅で寝たきりになっている父親だけだった。この男性にとって、生きる

ことは苦しみ以外の何物でもないと祐子は感じていた。そのほか比較的

軽症な３人の患者を廻ってから、最後にジュタのところに寄った。ジュ

タは祐子を待っていた。祐子はジュタの手を握り、頭を撫でてあげてか

ら立って歩くことを催促した。ジュタは祐子に励まされると、必死に頑

張った。その効果か、歩行は日に日に上達してきていた。祐子はこの工

程を日に５回行った。患者の緊急呼び出しのシステムは無かった。その

こともあって、必ず看護婦のうちの１名以上が病室に居るようにローテ

ーションが組まれていた。祐子がジュタのところに来て片言の話をし、

頭を撫でている時にバラックとマリーがやって来た。バラックが言っ

た。

“Can you come downtown with me in this afternoon? I want to show you

something.” （今日の午後、一緒に町に行けないか?一寸見せたいもの

がある。）

マリーが言った。

“Do not say “No”, Yuko, OK? I made negotiation with nurses. They

accepted my request.” （断っちゃ駄目よ。いいわね。わたくし、看護婦

たちと交渉したわ。彼女たち、受け入れてくれたわ）

祐子が町に出るのは、ここに連れて来られたとき以来だった。町までは

車で３０分程だった。祐子は意識を切らずに車の中から外の景色を眺め

ていた。明るい道を通ると、前回とは違い土地の姿がはっきり見えてく

る。ここがアフリカの奥地ルワンダであることはピピたちの話で分かっ

ていたが、砂漠ばかりではなく潅木も沢山見受けられた。しかし、殆ど

耕作されているようには見えない。ピピがこの国は農業中心の国だと言

っていた。コーヒーや茶を輸出していると聞いた。しかし、その様子は

感じられない。道路端に時々廃棄されたジープの残骸や、タイヤなどが

放置されている場所を通った。潅木が薙ぎ倒されて荒らされている。と
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ころどころにある岩山には植物の影は見えなかった。でこぼこ道を暫く

走ると、道路の状態が次第に良くなってきて、やがて人家が見え始めた。

マリーが言った。

「この辺りからがタウン」

祐子は、「とても町という雰囲気じゃない」と思った。

「今夜から、祐子、ご主人様と過ごす。祐子、ご主人様の女」

町の中に入って来るとマリーが言った。

「夜の服買う。ご主人様、祐子と過ごしたい言っている」

祐子はバラックの方を見た。バラックはマリーが日本語で話しているた

めか、全くふたりの会話を気に留めずにいて、運転に集中していた。バ

ラックは衣類を売っている店の前に車を止めた。そこは日本で見られる

ような店ではなく、狭い店舗の壁にぎっしり衣類を吊してある。バラッ

クは車の中に居た。マリーが祐子を連れて店に入り、ネグリジェを２，

３取って来て祐子に見せた。祐子は半透明なネグリジェは嫌だった。祐

子がどうしても嫌がるので、マリーは木綿のもの１着とレースのような

半透明のもの１着の２着を購入することにして店主に金を支払った。マ

リーは言った。

「ご主人様、薄い服よろこぶ。ご主人様来るとき薄い服着なさい」

祐子は返事をしなかった。車に戻ると、バラックは周りを警戒して様子

を窺っているようだった。ふたりが車に乗ると直ぐに発進した。ネグリ

ジェのことには一言も触れなかった。それから５分ほど走って、バラッ

クは１０棟ほど続いている商店の端にある１軒のレストランの裏の駐

車場に車を駐めた。看板にはMgahawaと書かれている。入り口の前にも

多くの車を駐められる駐車場があったが、バラックはわざわざ裏の表通

りから見えない場所に車をまわして駐めた。何のレストランか分らな

い。バラックが言った。

「Kifaransa mgahawa・・・・It’s a French rastaurant.」（フランス料理店

・・・・フレンチレストランだよ。）

店の中には１０席ほどのテーブルがあり、６席に客が居て食事をしてい

た。バラックが注文をした。バラックは食事の間中、ニコニコして嬉し
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そうだった。マリーが言った。

「ここはブチの店。安全。祐子、町に来るとき、気をつける」

食事が済んで３人が席を立とうとしたとき、パンパンと激しい銃声がし

た。

「Kutu！」（クツだ！）

バラックが声を抑えて言った。食事中の客は全員テーブルの下に潜り込

んだ。マリーと祐子もテーブルの下に身を隠した。バラックは入り口の

ところまで小走りで行って、ドアの横にある窓から外の様子を窺った。

また３発の銃声がして、ガラスの割れるような音がした。今度はバラッ

クも一旦中腰になって、地上から１．５メートルほどの高さにある小窓

から警戒しながら外を覗き込むような姿勢を取った。客もウエイターも

身動きせずにじっとしていた。ガラスが割れる音がした後は、銃声はし

なかった。１０分ほどして漸くバラックも立ち上がり、マリーと祐子を

呼んだ。マリーがウエイターを呼んで支払いを済ませた。外に出ると、

レストランから４軒先の店のウインドウ・ガラスが割れていた。数人の

男たちが割れたガラスを始末している。道路には車の影は無かった。

「They seemed to have shot the hardware store from the moving car.」(奴等、

移動している車から雑貨店を狙ったようだ)

祐子はバラックが車を裏の駐車場に停めた理由が分った。車に戻ると、

バラックは町の中を走り廻った。運転しながら、祐子にいろいろ説明を

した。

「Yuko, This is the city hall.」(祐子、これが市役所だ)

それほど大きな建物ではなかった。鉄筋２階建ての建物だった。

「This is the city hospital. It’s for the rich people.」（これが、私立病院だ。

金持ちのためにある）

「Yuko, This is the elementary school.」（祐子、これが小学校だ）

「This is the courthouse. It is useless.」（これが裁判所。無用の長物だ）

祐子は何故バラックが自分と共に食事をし、町を案内してくれるのか不

思議だった。「まるで、要人を迎えてでもいるようだ」と祐子は思った。

１時間ほど市内を廻るとバラックは言った。



5

「I will visit your room tonight, OK?」(今晩、君の部屋を訪問するよ、い

いかい？)

「Yes.」（はい）

祐子は自分が何の抵抗も感じずに、バラックの申し出を受け入れる返事

をしたのを可笑しく感じた。マリーが言った。

「分かっているね。ご主人様は、絶対なのよ」

マリーの話に対しては祐子は反応を示さなかった。そのまま戻るのかと

思ったが、バラックは野営地とは逆の方向に向かって走り出した。２０

分ほど走ると小高い丘の上に出た。バラックは車を停めて降りた。マリ

ーと祐子も降りた。その丘の上からは市内が一望できた。さっき通って

来た建物の位置は皆目見当が付かなかったが、バラックが指差して位置

を教えてくれた。そして、遥か彼方を指差して言った。

「Yuko, that small area is our camp. Can you see it?」（あれが我々のキャ

ンプだ。見えるか？）

ほとんど見えないほどの小さな場所だった。しかし、何か黒っぽい建物

があるのが分った。どうやらそれが祐子達の居る建物のようだった。マ

リーが言った。

「It’s the first time for me to come here, same as Yuko.」（ここに来るの

は初めてよ、祐子と同じ）

祐子はマリーがバラックを皮肉っているように感じた。バラックがそれ

に応えたように言った。

「Yuko is my fair lady, you know. I want to share one merciful mind with

Yuko.（祐子はわたくしの素敵なレディだ、いいね? わたしは祐子と、

慈悲に満ちた心を共有したい）

マリーは黙ってしまった。バラックはそこからキャンプまで一気に車を

進めた。キャンプに着いたのは夕方だった。車がキャンプに近付くと、

銃を手にした兵士たちが７、８人道路の脇に陣を張って、敵を迎え撃つ

体制をとっている。辺りはものものしい雰囲気に包まれていた。３人が

車から降りると看護婦の中でも最年長と思われる女性が駆け寄って来

た。バラックに頭を下げると、マリーに向かって言った。
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「Ｋujeruhiwa Alikuja. Kutu alikuja wafuata！」(患者がきました。クツが

追って来ました！)

バラックが言った。

「Kila mtu sawa!?」（みんな大丈夫だったか!?）

「Adui alikuwa retreated na wanajeshi. Kila mtu ni salama.」（戦士が敵を

追い返しました。みんな無事です。）

「Ambapo ni mgonjwa?」（患者はどこだ？）

「Tulifanya hivyo kwa wagonjwa hospitali.」（病室に運びました）

バラックは近くに居る兵士のところに行って尋ねた。

「Kutu wakampiga!?」（クツが襲ってきたのか!?）

「No, hawakuweza mashambulizi. Hata hivyo, Ni hatari, sisi akawafukuza

mbali nao.」（いいえ襲っては来ませんでしたが、しかし、危険なので、

追い払いました）

「Yeah yeah．Je, wema.」（そうか、ごくろうだった）

バラックが戻って来ると、看護婦はバラックを患者のところに案内し

た。マリーと祐子も後に附いて行った。新たに運び込まれた患者は５人

だった。皆銃撃を受けて傷付いていた。全員兵士のようだった。看護婦

たちが傷ついた兵士の手当てをしていた。脚を撃たれたもの２人、腕を

撃たれたもの２人、もう１人は腹部を打たれていて、その患者が最も重

症のようだった。腹部に包帯を巻きつけているが、出血が酷いようで顔

面も蒼白だ。その患者に対しては既に手の施しようが無いようだった。

マリゼが付き添っていた。祐子はその光景を見て涙を流した。悲惨だっ

た。ほとんど意識も薄れている重症の兵士の近くに寄り、マリゼの横に

しゃがみ込むと、だらりと投げ出されている右手を握って言った。

「しっかりして、元気を出して頑張るのよ」

兵士の目にうっすらと涙が浮かんだ。

「どうして、こんな惨いことをするのよ・・・うううっ・・・・」

祐子は声を抑えて嗚咽を発した。祐子は暫くの間そこに居て負傷兵の手

や脚を摩っていた。しかし、１時間も経たないうちに負傷兵は息を引き

取った。遺体は４人の兵士に引き取られた。そのまま共同墓地に埋葬さ
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れるとピピが言った。祐子は看護婦全員と冥福を祈りながら、兵士を見

送った。まだ悲しみで胸が一杯だったが、夕食の時間には皆きちんと食

事をした。それが看護婦の務めだとマリゼが言った。祐子がその場を離

れようとしたとき、マリーがネグリジェの入った包みを手渡しながら言

った。

「今夜は、いいわね」

祐子は包みを受け取りながら頷いた。一旦自分の部屋に戻ると、机の上

のボールが元の大きさに戻っていた。町に出掛けるときに、祐子はボー

ルをポケットから出してテーブルの上に置いたのだった。その時は小さ

かったのだが、今ボールは太郎達のところで見た時と同じ大きさに戻っ

ていた。祐子は包みをそのままチェストの引き出しに入れてから、ボー

ルに向かって話し掛けた。

「あなた、どうしているのかしら？今日は辛かったわ。兵士が一人亡く

なったの。とても悲しいわ」

再び悲しみが込み上げて来て、祐子は声を出して泣いた。ボールはブル

ーを経て灰色になった。色は次第に黒ずんできた。

「あなた、寂しいわ。もうあなたには会えないのかしら?」

祐子は自分が弱気になっているのを感じた。ふと見ると、ボールの横の

方に何か白っぽいものが見える。近付いてみると、カードのようなもの

が貼り付いている。そこには小さな文字で何か書かれていた。祐子は「ど

うして、今迄気付かなかったのだろう？」と思った。ボールを持ち上げ

て文字を読んでみた。

「祐子、愛しているよ。自我を捨てて生き抜け。必ず助け出す。ボール

に貼り付けた紙はボールが変化するとき同じ割合で拡大、縮小する。無

心でないと剥がせない。無機質の紙以外は何も張り付かない」

文字を読んでいると、祐子の目から涙が零れ落ちた。懐かしい賢の言葉

だった。

「あなた、わたしも愛しているわ。あなたに会いたい！」

祐子はそのカードを剥がそうとしたが、ぴったりと貼り付いていて、剥

がすことができない。良く見ると、「無心でないと剥がせない」と書い
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てある。祐子は、「今日は無理だ」と思った。一呼吸置くと、ふとマリ

ーの言葉を思い出した。食事をしなくてはならないと思った。食堂には

何時もの活気が感じられなかった。悲しみが部屋全体を覆い尽くしてい

た。３人の友達が食事をしていた。祐子の姿を見るとピピが頷いた。祐

子は食事を受け取ってから３人の居るテーブルに着いた。

「Yuko, Samahani asubuhi hii.」（祐子、今朝はゆるしてね）

ピピが言った。祐子は応えた。

「Kwamba mimi ilikuwa na makosa」（わたしが悪いのよ）

マリゼが言った。

「Nina huzuni. Kwa nini Kuumiza watu.」（悲しいわね。どうして傷付け

あうのかしら?）

スージが言った。「Rwanda kale marafiki wazuri.」（ルワンダの人たちは、

昔は仲が良かったのに）

祐子が言った。「Rwanda mabadiliko. Wa Mageuzi wetu Rwanda.」（ルワン

ダは変わるわ。わたしたちで変えましょう）

マリゼが言った。「Haiwezekani.」（無理よ）

祐子が言った。「Marize, Kamwe kuacha. Rwanda itakuwa vizuri.」（マリゼ、

諦めたらだめよ。必ず良くなるわ）

食欲は無かったが、４人ともやっとの思いで食事を終えた。祐子のその

日の夜勤は免除されていた。祐子は一旦病室に戻り、自分の担当してい

る患者たちを訪問して勇気付けてから、今日運び込まれた兵士たちに、

覚えたばかりのスワヒリ語で励ましの言葉を掛け、ジュタを見舞った。

ジュタは傷口がすっかり回復してきていた。今日の出来事で病室全体が

暗い雰囲気になっていたので、ジュタは祐子の訪問をとても喜んだ。祐

子の手を握ると、なかなか放さなかった。

「Mama, Yuko Mama・・・・・」

祐子はジュタの頭を撫で、抱き締めてから部屋に戻った。部屋に入ると

間もなくピピがやって来た。ピピはまだボールに未練があるようで、部

屋に入ると直ぐに

「Yuko, ball yuko wapi」（ボールはどこにあるの）
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と聞いた。祐子がボールの大きさが変化したことを説明しようとしてボ

ールに目を向けると、不思議なことにボールはまた小さなテニスボール

程度の大きさに戻っていた。ピピは暫くの間、ボールを手に持って弄っ

ていたが、やっと諦めて元の位置に戻した。この日は人間の誕生や死に

ついての単語の勉強だった。祐子は真剣に聞き耳を立てた。１時間ほど

でピピは帰って行った。祐子はドアに鍵を掛けた。この部屋に来て、就

寝前にドアをロックしたのは初めてだった。祐子はシャワーを浴びた。

シャワーは水しか出ない。初めてシャワーを浴びたときは、その冷たさ

に飛び上がった。温度が低いのではなかったが、シャワーを浴びるとき

の意識がお湯を期待しているためだと今では分かってきた。水と思って

浴びるシャワーはこの熱帯地方では、体が引き締まって気持ちの良いも

のだった。バラックに抱かれることを意識した訳ではなかったが、身体

の隅々まで綺麗にしたいという意識が、何時もより強く働いているのを

感じた。石鹸など無い。できるだけ時間を掛けて全身を丁寧に流した。

シャワーを浴びた後、下着を身に付けてからはたと考えた。ネグリジェ

は木綿のものにすべきか、それとも半透明のセクシーなものにするべき

かである。はなから半透明のものを身に付けようなどという気は起きな

かったが、自分の立場としてどうすべきか迷った。その前に先ずネグリ

ジェを着るべきか否かだ。普段着で居ればマリーの指示を拒否したこと

になる。それよりバラックへの隷属の拒否を意味することのほうが重大

だった。金を支払って手に入れた女を普通の人間として扱ってくれて、

看護婦という立場を与えてくれたバラックである。少なくとも木綿のネ

グリジェで居るべきではないか？しかし、バラックは自分に対して好意

を持っているかどうかを見ているに違いない。それにどう応えるべき

か？祐子は賢に相談してみることにした。ボールに眼をやると、ボール

はまた元のように大きくなっていた。

「あなた、わたしは今、ある男の奴隷になっているの。その男はわたし

を大切に扱ってくれるの。その男が今夜わたしの部屋に来るの。あなた、

わたしはその男に黙って抱かれるべきかしら？それとも、拒否の態度を

示すべきかしら？もし拒否すれば、多分また今までのような荒んだ運命



10

が待っているような気がするの。あなたに対する貞操はもう無いのよ。

だから、あなたに対しては唯、愛するしかないの。その男に抱かれても

あなたへの気持ちは変わらないわ。わたしはあなたが助けてくれるま

で、ここで人々の為に生きる決心をしているわ。だけど、それもその男

を受け入れるかどうかに掛かっているような気がするの」

ボールが反応した。赤と白の点滅をしている。この前と同じ反応だ。祐

子は「この点滅は一体何なのだろうか？」と考えた。分るはずもなかっ

た。賢が応答しているようには感じなかった。祐子はやむなく心を決し

た。一番良いワンピースを着ようと思った。そして、もしバラックが身

体を求めて来るのだったら、その時にネグリジェに着替えようと考え

た。初めからマリーの言うような、娼婦のような真似はすべきではない

と考えた。祐子は意を決した。一番良いワンピースを着ることにした。

薄ピンク色の生地に、前後に２つずつ黄色と紫色の蘭の花柄がプリント

されただけのものだ。木綿の生地だったが、祐子はこのワンピースを気

に入っていた。まだ、一度も袖を通すチャンスは無かった。この服を着

て髪を綺麗にまとめてバラックに対応しようと考えた。祐子は看護婦室

から借りて来た爪切りで手足の爪を切った。化粧品は一切無い。シンク

の前の鏡で身だしなみを確認した。文字通りすっぴんだった。祐子はテ

ーブルの傍に寄りボールを手にとって見た。カード状の貼り紙の文字を

もう一度読み返してみた。

「祐子、愛しているよ。自我を捨てて生き抜け。必ず助け出す・・・・

・」

祐子へのメッセージはほんの僅かだったが、それがすべてだと祐子は思

った。そして、ボールに話し掛けた。

「あなた、わたしも愛しています。わたしの生き方を観ていて下さい」

ボールの色がピンク色に変わった。祐子の心の中に言葉が響いた。

「祐子、生き抜いているか？どこに居る？・・・・・・」

祐子は、ハッとした。ボールから反応があったのだ。賢に話しかけられ

ているような感覚がした。その時ドアをノックする音がした。祐子はも

う少しボールと意識の交換をしたかったが、「また後でしよう」と思い、
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ドアの傍に寄って言った。

「Mtu yeyote huko?」（どなたですか?）

「Barack」（バラックだ）

所長は無事元の場所に戻り、原智明研究会の会長に復帰することとなっ

た。垂水の実家に行き、そこに秘蔵しておいた資料を取り出して原に返

してよこした。原はそれらの資料をベースにこの世界の構造に関する理

論を確立した。賢にその理論の説明を行ったが、賢はその理論の元にな

っている複素関数を理解することができなかった。ただ、その理論の概

念は把握でき、それが自分の考えている内容に合致しているので、非常

に驚いた。賢は原の能力が人間離れしていることを実感した。しかし、

この理論を理解できる人間がこの地球上には存在しないことを思い、原

と相談してその理論は公表しない方針を固めた。現象界から幽界を覗く

方法、宇宙的な災難、たとえば彗星の衝突を避ける為の物質破壊を誘導

する方程式、物質を関数表現してそれを分解し要素から再度物質を構成

する理論など、これまでの常識を覆す個別理論と、フォログラフィック

な写像としてのこの世界を表す複素関数で構成されている理論だった。

原はそれらの理論をベースにボールの試作や実験を続けていた。ボール

の試作は思わぬ方向に向かっていった。この日、賢は原にボールの試作

の状況に附いて聞いてみた。

「原さん、ボールの試作は進んでいますか？」

「ええ一寸方向が変わってきました。初めは球形のモデルを作ろうとし

ていたのですが、材料の加工がしにくくて球形の構造の中に電気回路を

埋め込むことと、球面全体を表示機の画面にするという技術を開発する

のは並大抵でないことが分ったんです。実験室レベルでは時間を掛けれ

ば作成可能なのですが、多分現在の生産技術では製造が難しいと思いま

す。特に球形の表示面を半分に割って、半球の空洞の内面に液晶幕を構

築する技術が一朝一夕にはできないことが分りました。それで、とりあ

えず立方体の表示機を作成することにしてみました。球形にも未練はあ

るんですけど止むを得ないと思います。これなら現在のパソコン用の液
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晶表示機を流用して実現することが可能だと思います。勿論、１２の陵

線部分に駆動部が来てしまうので、全面表示は難しかったのですが、６

面それぞれに独立した内容の情報を表示させることはできました。試作

したボールじゃなくて箱を愛子さんや亜希子さんに見せたのですが、

「わざわざ６面に表示する必要があるの？」と言われて、自分でも立体

表示することにはそれほど重要性が無いと判断しました。そういう経過

を経て出来上がった試作機なので、あまり格好よくなくて、昔のブラウ

ン管方式のテレビのような、奥行きのある古めかしい表示装置になって

しまいました」

「僕も是非一度拝見したいですね。今度の日曜日に皆の前でデモしてく

れませんか?」

「わかりました」

賢は鹿島がインドから帰った週の土曜日に、マンションの部屋で試作機

の検討会を開催した。亜希子と愛子は同席したが、数馬と亮子を呼ぶの

は控えた。原が先ず装置の説明から始めた。表示画面の周囲には、いろ

いろな波長の光を照射する光収束レンズの付いたＬＥＤが組み込まれ

ていた。それぞれの異なった波長のＬＥＤの光線を受けて反応する肉体

のオーラを、ホログラフィの原理を用いて空間に結像させ、色温度セン

サーと２４個のカラーＣＣＤカメラ、４８個の超短波受信装置でキャッ

チし、それを画像解析アルゴリズムで演算して、その結果を液晶パネル

に表示させるというものだった。原は機能について説明した。

「スイッチの切り替えで、感情の起伏に反応させたり、脳波の波形に反

応させたり、念波の強さに反応させたりさせて、オーラの表示サイズを

拡大したり、縮小したりすることもできるようになりました。理論的に

は表示装置自体を膨張させたり、収縮させることも可能です。でも、当

面その機能は表示オーラのサイズの変化にだけ限定することにしまし

た。一応試作機の段階ではオーラ表示装置は完成しました。賢さん、第

１段階はクリアしました。僕はこれから次の段階の試作に移ろうと思っ

ています」

「原さん、第１段階はオーラを検出して、可視光表示するということで
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すね」

「ええ、そうです」

「よく、短時間にそこまで出来ましたね」

「賢さん、既成のＰＣ板機能モジュールを一杯入手して繋ぎ合わせ、少

し変更を加えただけですから。ここは秋葉原が近いから部品調達がスム

ーズです。やはり東京は便利ですね。鹿児島じゃぁこうは行きませんで

した。だから意外に簡単でしたよ。問題はこれからです。人が「大きく

なれ」と思ったら画像がおおきくなるようにすることです。その思いの

強さで大きさも変える。これは時間さえ掛ければ、いつかはできると思

いますが、自分の意思でどこにでも飛んでゆくようにするという機能

は、そう簡単には出来ないと思います」

「それはそうでしょう。そんなものが簡単に出来たら、この世界の常識

が変わってしまいます。それにしてもあのボールは不思議でしたね」

賢の言葉に反応したように亜希子が言った。

「あのボール、もう祐子お姉さまの所に届いているのかしら？」

「この間、瞑想してテストしたとき、一瞬だったけど祐子と意識が通じ

たと感じたから、多分届いていると思うな・・・・それじゃぁ、原さん、

マシンのデモをして頂きましょうか?」

原は装置の表示面を賢に向けてセンターテーブルの上に置き、電源ケー

ブルを壁のコンセントに差し込んでから電源スイッチを入れた。

１２個のカラフルなＬＥＤが表示装置の周囲を廻るように、１秒ほどの

間隔で順番に点灯していった。

「賢さん、喜びの感情を表わしてみてくれませんか?」

賢は愛子の心が安定してきていることを想い、喜びを意識の中に拡大し

た。愛子は前の父に接見した後も気持ちに揺れを生じなかった。むしろ

一層心が広くなったように賢には思えた。賢の心に愛子への愛おしさ

と、喜びの感情が広がった。液晶の表示面が薄ピンク色に変化した。

「賢さん、次に悲しみの感情を出してみてください。初め弱く、そして

次第に強くしてみて頂けますか？」

賢は祐子のことを想った。祐子の居ない寂しさを感じてきた。徐々に祐
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子の現在の状況を思い描いてみた。心が深い悲しみに覆われてきた。表

示面は初め薄紫色になり、群青色、青と変化し、水色になり、やがて灰

色に変わっていった。賢の目に涙が浮かんだ。原が言った。

「ありがとうございました。大体上手く表示しているようです。」

「凄いわ。この間より、色がはっきりしているように感じる」

愛子が喜んだ。賢は、意識に祐子への悲哀の感情が残り、暫し無言にな

ったが、一息吐いて言った。

「うん・・・凄いですね、あのボールより色がはっきり出ていますね」

その後、怒りの感情、不安の感情、焦りの感情、寛ぎの感情などを次々

にテストしてみた。いずれも他の色との違いを判別できる色で表示され

た。試験はここまでと賢は思っていたが、原が言った。

「賢さん、副産物が出来たんですよ」

「副産物ですか？」

「はい、どうやら別次元にある人の意識を捕らえて表示できるようにな

ったようです。偶然なのですけど、ＣＣＤカメラの映像を合成して画面

に表示していたとき、オーラにしては変な形をした影のようなものが顕

われてきたのです。実はそれが人の影だと気付いたのです。僕の頭の中

にある人の面影があったのです。その方はオーラのことを知りたがって

いた人でした。若くして亡くなったのですが、ふと「その方が居たらよ

ろこぶだろうなあ」と想い、その方の生前の姿を思い出していた時のこ

とだったのです。でもそれだけでははっきりとした映像は得られません

でした。そのイメージを一旦何かに転写してやる必要があったのです。

その媒体に水を選びました。水は人の想念を写し取ることができると思

いますのでいろいろ試してみました。そして、試行錯誤の結果、ついに

その機能を盛り込むことができました。・・・今実験してみてもかまい

ませんか？」

「危険はありませんか?」

「それは、大丈夫だと思います。ただ、賢さんにはヘルメットを被って

頂きます」

原はバッグの中から一つのヘルメットを取り出した。そのヘルメットか
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らは沢山のケーブルが出ていて、その先にコネクタが付いている。原は

ヘルメットを賢に渡した。賢がヘルメットの内側を見ると、そこには水

のような液体を満たしたビニールの袋のようなものが貼り付けられて

いた。

「まだ、試作ですから、中の水が零れないように注意して被ってくださ
こぼ

い。普通に被って頂ければ零れません」

賢はヘルメットをそっと掲げて頭上にゆっくり降ろした。水が毛髪を押

さえ、頭頂の肌に直接水の感触を感じた。原は一旦オーラ表示装置の電

源を切り、コネクタを装置の後部の端子に接続してから再び電源を入れ

た。

「賢さん、どなたか亡くなった方のことを思って頂けますか?」

「一寸待ってください。その方のことを思うと、その方に意識が繋がっ

てしまうことはありませんか？その方に悪い影響を与えなければ良い

のですが」

「いいえ、それは無いと思います。ただ、その方の発している波動を一

旦水に転写して、それを解読して表示させるだけですから」

「そうですか。それじゃぁ、愛子のお母さん、麻子さんのことを思って

みます」

賢が心で麻子を思い浮かべると、オーラ表示装置にぼーっと人影が映っ

た。

「賢さん、その方への思いをもう少し具体的にイメージして頂けます

か?」

賢は麻子と歩いた奈良の長谷寺の情景を思い出した。麻子の顔をはっき

りと思い描いた。すると驚いたことに画面に麻子の顔が映し出された。

愛子が叫んだ。

「お母さん、お母さん・・・・・・」

愛子は涙を流した。そこに映っているのはまさに麻子だった。微笑んで

いる。麻子は何か歌を歌っているようだ。

「賢さん、もっと麻子さんの全身のイメージを思い浮かべてください」

賢は１１面観音像の前で拝んでいる麻子を思い描いた。画面の麻子がズ
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ームアウトし、全身が映し出された。しかし、映し出されている麻子は

長谷寺に居た麻子ではなかった。麻子は首からすっぽり被る白いレース

のような衣類を身に付けている。あまり見掛けないポンチョのような衣

服だった。麻子の姿は生前よりずっと若々しく見えた。愛子が言った

「お母さん、若返っている。お母さんは生きているのね」

賢が愛子の方を向いて言った。

「この世からあの世に移ると、自分の意識が自己の姿を決めるから、今

のお母さんは穏やかで健康的な姿なのだろうな」

それまで、黙って見ていた亜希子が感激したように言った。

「こうして、画面で亡くなられた方を直接見ることができると、永遠の

生命って本当のことなのだと思いますわ」

賢は身を乗り出して尋ねた。

「原さん、音声は出せないのですか？」

「できます。でも音声を出したほうが良いのかどうか疑問に思います。

というのは、天国的に生きている方は良いでしょうが、地獄的に生きて

いる方は聞くに堪えないと思いますから。もっとも映像も見るに堪えな

いものになっている場合もありますので、もしこの装置を誰にでも使え

るものにしようとするのであれば、その辺りの制約を設ける必要がある

ように思います」

賢も同意した。

「そうですね、魂が苦しんでいる場合は、煉獄でのたうち回っているよ

うな姿に見えるでしょうし、物質欲や食欲が強すぎる場合は、餓鬼の姿

が見えてしまうでしょう。それに性欲が強すぎる場合は、他人には見せ

られない痴態をさらけ出す場合もあるかもしれませんし、恨みが強すぎ

たり、凶暴性を持っている場合は、犯罪的な戦慄を感じさせてしまうか

もしれません。その辺りを考慮してこの装置を改造できませんかね？」

「人の意識のパターンは無限にあると思います。テンプレートのような

もので区分けすることは不可能だと思います。しかし、先ほどのオーラ

の表示信号から色情報を抽出して判別し、その情報で表示をコントロー

ルすることは可能だと思いますね。まあ、それが一番簡単でしょうけど」
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「それはどのくらいで出来ますか?」

「直ぐに出来ますよ。既成のモジュールを使って少し変更を加えるだけ

ですから明日にでも出来ます」

「そしたら、原さん、この装置を売りに出しましょうか。この装置で、

既に亡くなっている知人の現在の姿を見た人たちは、遠い過去に忘れ去

ってしまった「生命が永遠であること」を、もう一度思い起こすことで

しょう」

「それは面白いですね。それじゃぁ一工夫して、オーラの色情報と操作

者の脳波の種別で表示をON/OFFするような機能を入れます。今度の試

作は一次試作にしましょう。１週間ください」

「そんなに短期間で出来ますか?」

「任せておいてください」

１週間後に１次試作は完成した。外観も曲面を取り入れてソフトなイメ

ージに仕上げた。その後製品確認用に３台の量産用試作を行い、型図面

を作成して、型代を節約する為にシンガポールの中小企業に型発注し

た。いくら節約しても総額３０００万円は下らない資金が必要だった。

銀行からローンで借りることにした。賢はこれで総額５０００万円の借

金を背負うことになった。しかし、それなりの勝算はあった。亜希子の

名前で有限会社を立ち上げた。賢と原は東領製作所に勤めている関係

上、会社の責任者になるわけにはいかなかった。製造現場勤務の経験の

ある派遣社員２名と期間契約で契約した。一連の仕事は夜間と休日だけ

でやり遂げた。製品の外観上の出来上がりはあまり良くなかったが、機

能は驚くべきものだった。先ず原のアパートで１０台を製造することに

した。２ヵ月後には初ロットの１０台が完成し、大人用の玩具として売

り出すことにした。ＷＥＢ上に店舗を開設し、ホームページも作った。

新宿駅でビラ配りも行った。しかし、発表後２ヶ月間、引き合いは無か

った。問い合わせも全く無かった。亜希子は一日中電話の前に居ること

にした。その間、祐子を透視して状況を観察し続けた。賢も毎日出勤前

と帰宅後にボールに意識を繋ぎ、祐子にメッセージを送ろうと試みた。

しかしどうしても繋がらなかった。ある日の朝５時ころ賢は祐子の声で
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目が覚めた。確かに祐子の声だった。頭の中に祐子の声が響き渡った。

祐子は悲しそうな声で語り掛けていた。

「あなた、わたしはこの男に抱かれるわ。でも、意識はあなたの下に移

すわ。わたしを守ってね」

賢は驚いた。「何とかしなくては」と思ったが、どうすることもできな

い。賢は祐子の周りにバリアを張ろうとして必死に意識を集中した。し

かし、祐子に向けた意識は直ぐに切れてしまった。祐子が賢に向けた意

識を継続させることができない状況にあるようだった。それから賢が何

度意識を送ろうとしても、祐子には繋がらなくなった。賢は苦しかった。

諦めるしかなかった。その日の昼頃、昼食を済ませてオフィスに戻る時

また祐子の声が頭に響いた。

「あなた、なぜ、わたしを守ってくれなかったの？わたしはバラックに

身も心も許してしまったわ」

賢は祐子が誰かに抱かれたことを知った。バラックという名前に聞き覚

えは無い。それがまともな意識と愛の心を持った男であることを神に祈

った。「身も心も」という言葉が脳みそに焼き付いてしまったようだっ

た。賢は目頭が熱くなるのを感じた。祐子と離れ離れになってしまって

いる今、祐子に起きていることが、祐子の魂を傷つけるものでないこと

を祈らずにはいられなかった。その日、賢は８時４０分ころ帰宅した。

賢の心は早朝と、昼の祐子からのメッセージで押しつぶされてしまって

いた。悲しさで胸がはちきれそうだった。部屋に入ると亜希子や愛子、

そして原が居た。賢は３人の姿を見ると自然に涙が流れ出した。涙を覚

られないように直ぐにシャワーを浴びた。賢がシャワーを済ませて戻っ

て来ると亜希子の心配そうな視線を感じた。

「あなた、何かあったのですか？とても悲しそうです」

賢は首を横に振った。そのとき、電話が鳴った。愛子が出た。

「もしもし、内観ですが」

「もしもし、こちらはＶＳＢテレビのオバタと申します。新宿で配られ

ていたビラに附いてお伺いしたいのですが････」

「はい、少々お待ち頂けますか？」
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愛子は受話器の通話口を塞いで賢に言った。

「賢パパ、テレビ局の人がビラに附いて話したいって」

賢は立ち上がり、愛子から受話器を受け取った。

「もしもし、電話替わりました。内観ですが」

「こちらＶＳＢテレビの小幡ですが、そちらが配られたビラの内容に附

いて少し伺いたいのですがよろしいでしょうか？」

「はい、どういうご質問でしょうか？」

「玩具で死んだ人の映像を見ることができるというのは、何かトリック

を使ってその人の顔を写すような仕組みでやっているのでしょうか？

それとも、亡くなった誰に対しても、どんな人でも映像を見られるよう

な装置が組み込まれているのでしょうか？」

「はい、一応、お亡くなりになったどなたの姿も見ることができるよう

に作ってあります。ただし、魂が苦しんでいる方はご覧頂けないように

制御はしてあります。むごたらしいですから」

「本当ですか？」

テレビ局の男は疑うような口調で言った。

「いままでそんな玩具は見たことも、聞いたこともありませんよ。もし

それが本当だとしたら、大変なことですよ。本当なんですね？」

「はい、本当です。ご購入頂くか、デモをご覧になって頂けば直ぐに分

ります。」

「購入すると言っても、１台１００万円もするんじゃ、おもちゃとはい

え一寸気楽には買えませんから、デモをしてもらえませんか？」

「いいですよ。デモは日曜日だけしかできませんが、それでもよろしい

ですか？」

「結構です。そのデモしているところをテレビ撮影してもよろしいでし

ょうか？場合によっては、特番で放映したいのですが・・・・勿論、特

番で扱わせてもらう場合は出演料を支払いますが」

「はい、それはかまいません」

「では今度の日曜日、明後日にお願いできますか？」

「分りました。で、どこでやれば良いのでしょうか？」
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「テレビ局にいらしてもらえると助かりますが、デモを行うようなスタ

ジオがありますから」

「ＶＳＢ局は確か、お台場でしたね」

「はい、ビルの５階のスタジオＡにお越し頂けますか？できたら午前１

０時にやって頂けると、こちらとしても助かるのですが」

「結構です。明後日の午前１０時にマシンを持って伺います」

電話のやり取りを聞いていた原が言った。

「テレビ局が興味を持ってくれたみたいですね。おもしろくなりそうで

すね」

「ええ、第１弾ですね。４人で行ってみましょう。多分、最初は我々の

誰かが被験者になるでしょう。愛子、お母さんのことを思い出して、明

日マシンに映し出せるかどうか試してみてくれないか？僕とか原さん

は東領製作所に勤務しているから、直接テレビに出て説明するのは一寸

まずいからね」

「分ったわ、賢パパ。明日やってみる。原さん、よろしくお願いね」

「わかりました、愛子さん」

台場

日曜の９時５０分に４人はＶＳＢテレビ局の５階のスタジオＡの入り

口に来ていた。装置はダンボール箱に詰めて賢と原が運んで来た。前日

に原と愛子で麻子の姿を映し出すことができることを再確認していた。

「さあ、スタジオに入りましょう」

そう言うと賢はドアをノックした。中から、小幡というネームプレート

を首から提げた４０歳ほどの年恰好の男性が姿を現した。

「内観さんですか？」

「はい、４人で参りました」

「お待ちしておりました。さあ、中にお入りください」

賢と原はダンボールを持ち上げてふたりで運び込んだ。亜希子と愛子は
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賢たちの後に附いて中に入った。中は広い空間になっていて、天井には

沢山のスポットライトが取り付けてあり、奥にはニュース・キャスター

などが使うようなテーブルが置かれている。テーブルには一人の若い女

性が椅子に座ってコーヒーを飲んでいる。テレビカメラは３台あったが

カメラマンは一人だけだった。右奥にはガラス越しに中が窺えるように

なったシステム操作室があり、そこに２人の男性がキーボードを操作し

ていた。小幡が言った。

「それじゃぁ、早速試験をしてみましょうか」

「はい、分りました。機械はどこに置けば良いですか？」

「重さはどのくらいありますか？」

「２０キロくらいだと思いますが」

「それじゃぁ、あのテーブルの上に置いてくれますか？電源も必要です

ね？」

「はい、よろしくお願いします」

賢と原はマシンをテーブルの上に設置した。賢が小幡に言った。

「あのー、お願いがあるのですが」

「何ですか？」

「僕と、この原はテレビに顔を出したくないんです。職業柄、顔を放映

されると不味いので」

「分りました。少し待ってください」

そう言うと小幡は右隅にあるシステム操作室のドアを開けて中に入っ

て行った。ガラス越しに３人が何か話し合っているのが分る。やがて小

幡は出て来ると、賢に向かって言った。

「顔をマスキングすることでよろしいですか？」

「ええ、結構です」

「ところで、皆様、特に内観さんとこちらのお嬢さんはどこかで見た記

憶があるのですが、テレビに出演したことはありませんか？」

「はいあります、わたくしたちは失踪事件の関係者です。こちらの愛子

は昨年末に帰還して、ＣＢＳなどでインタビューに出ています。わたく

しも失踪事件解決の当事者として、インタビューに応えた事がありま
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す」

賢は、原と亜希子のことは紹介しなかった。

「どうりで見覚えがあると思いました。まあ、ひとつ今日のところもよ

ろしくお願いいたします」

実験は直ぐに開始された。先ほどコーヒーを飲んでいたキャスターのよ

うな女性は何も話さない。ただ、カメラマンがカメラを回しているだけ

だった。どうやら最初はテストのようだった。愛子が画面に麻子の姿を

呼び出した。それが昨年末亡くなった母親だということを説明した為、

小幡は驚愕した。一瞬顔色が青ざめたのが分った。小幡は自分もテスト

をしてみたいと言った。小幡の父親も３年前に他界しているとのことだ

った。その父親を呼び出してみたいと言った。原がヘルメットのつけ方

を説明し、賢が対象となる人のイメージング（映像化）の方法を説明し

た。直ぐに実験を開始した。一人の男性の顔が画面に映し出された。小

幡は瞑目した状態でいた。カメラは回し続けられた。実験を終了すると

画面の人物も消えた。小幡は眼を開けて言った。

「どうでしたか？」

賢が応えた。

「はい、男性の方が映りました。カメラさんに記録映像を映してもらっ

てください」

小幡はカメラマンの近くに行って、モニター表示装置を覗き込んだ。そ

して叫んだ。

「親父です！親父の奴、若返っている。本当なんですね。凄い、凄いで

す！」

それを聞いて、今迄黙って見ていたキャスターが言った。

「まやかしじゃなかったんですか!? 凄いですね。すぐに本番撮りをや

りますか？」

「うん、そうしよう。これは凄い反響になるぞ」

小幡はガラスの向こうでこちらを観て眼を剥いている男に対して言っ

た。

「佐々木、部長を呼んで来い！説明しておいた方が良い」
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佐々木と呼ばれた背丈の低い方の男がドアを開けてシステム操作室か

ら出て来て、入り口の扉から出て行った。２分ほどすると、佐々木は年

恰好５０歳前後の白髪混じりの男性を連れて入って来た。男性は賢を見

ると頭を下げた。

「わたしは企画室部長の富永と申します。このたびはご出演頂いてあり

がとうございます」

「わたくしは内観と申します。わたくしどもの装置を取り上げて頂いて

ありがとうございます」

「小幡、始めてくれないか、僕もビューイング（観察）させてもらうよ」

キャスターが引き締まった顔になった。先ほど飲んでいたコーヒーのカ

ップはもうどこかに片付けてあった。小幡は全員の立つ位置と向く方向

などの注意をしてから、スタートの合図をした。

「じゃぁ、行くよ、スタート」

カメラマンが、カメラを回しはじめた。

「今日は、世界で初めての実験をご紹介いたします。実験を行って頂け

るのは、こちらにいらっしゃる４名の方々です。そして実験に使われる

のはこのシステムです」

カメラがオーラビジョン・システムをアップで捕らえた。それからおよ

そ１５分間実験の様子が紹介され、それが録画された。途中で咳払いや、

小声の話が入り込んだが、後で修正を加えるとのことだった。先ず、オ

ーラの表示実験から開始した。すべて愛子が被験者となった。愛子は上

手くオーラを変化させた。昨日の事前テストが功を奏していた。次に死

者の映像を映す実験が行われた。実験に先立って、キャスターから賢に

対して質問があった。

「どうしてこのようなシステムを作られたのでしょうか？」

「はい、この世界に生きている人々に、ご自分の命が永遠に続くことを

理解して頂く為です」

「そうですか。そういう話はよく聞きますが、それを実験で証明しよう

とするのは珍しい試みですね。それにしても、なぜこの装置を玩具とし

て売り出されたのですか？」
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「このシステムを包含できる製品カテゴリーがありませんし、我々は、

この世の人間が経験する人生は天から与えられた一つの遊びのような

ものだという捕らえ方をしていますので」

「なかなか哲学的な理念に基づいて製作されたのですね」

実験で紹介されたのは愛子の母親麻子と小幡の父親であった。すべての

実験が成功した。キャスター役の女性が、

「この手の実験ですべて成功するのはまれなことです」

と言った。スタッフ一同皆満足した。水曜日の夜９時から放映する予定

であると小幡が言った。部長も満足そうにしていた。４人は安堵の胸を

撫で下ろしてスタジオを引き上げた。水曜日は賢も会社を早めに引き上

げて帰宅した。週日で全員揃って食事をするのは久し振りのことだっ

た。食事が済むと亜希子がコーヒーを入れた。賢と亜希子は先ずベッド

ルームに入って、祐子のトレースを行った。この日も上手く祐子の意識

を捉えられなかった。ふたりは諦めてソファに戻った。全員コーヒーカ

ップを手にしたままテレビの画面を凝視した。やがてＶＳＢの特番が始

まった。

『世界を変える力を持つ、画期的な新製品の検証』という派手なサブタ

イトルが附けられていた。キャスターは撮影したときの女性ではなく、

男性だった。

「みなさん、今日は皆さんがびっくりして、腰をぬかすような実験をお

目に掛けます。さあ、テレビの前のおじいさん、おばあさん、おとうさ

ん、おかあさん、お子さまたち、準備は良いですか？そうそう、メモ用

紙を用意した方が良いかもしれませんね・・・それでは早速始めましょ

う」

そこで画面が切り替わって、あの女性のキャスターが出てきた。

「今日は、世界で初めての公開実験をご紹介いたします。実験を行って

頂けるのは、こちらにお越し頂いている４名の方々です。そして実験に

使われるのはこのシステムです」

ここからが録画であることが分った。すべての実験の録画が放映された

が、約束どおり賢と原の顔はマスキングされていた。女性キャスターの
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言った「この手の実験ですべて成功するのはまれなことです」はカット

されていた。小声の雑談や咳払いの音も消去されていた。実験の録画部

分が終了すると、男性キャスターが言った。

「いや、驚きました。皆様もきっと驚かれたことと思います。これまで

わたくしたちは、仏壇などで「ご先祖様おはようございます。今日もよ

ろしくお願いします」なんて言って拝んでいましたが、それは自分の気

持ちだけのことだと考えていました。ところが、こうして、現実に死ん

でしまった人の姿を映像で捕えることができると、もうこれは観念的な

ことではなくて、現実のことだと言わざるを得なくなりました。凄いこ

とです。わたくしたちは、肉体は死んでも魂は生きていると認めざるを

得ません。異論を唱える方々も大勢おられることと思いますが、一つの

実験結果として捕らえて頂けたら、わたくしたちＶＳＢとしては大変嬉

しく思います。今日は急遽５名の著名人の方々にご出席頂き、この実験

結果に附いて討論して頂こうと思います。それでは出席者の方々をご紹

介いたします・・・・・・・・・・」

最後にオーラビジョン・システムの紹介があった。賢が強く要望した為

に挿入してもらうことができた。ここで聞く１００万円という価格はこ

の番組での紹介内容から見て、決して高い値段とは思われないだろうと

賢は思った。翌日会社に出社すると直ぐに梓がプロジェクトルームに入

って来て言った。

「リーダー、おはようございます。どうしてわたくしに言ってくださら

ないのですか？わたくしが唯物的だからですか？」

梓はやや機嫌を損ねているようだ。

「おはよう。君にはプロジェクトがあるだろう、これ以上厄介な問題に

引き込んでは不味いと思ったんだ。今はプロジェクトを達成させなくて

はならない。僕がいろいろな問題を抱えているから、君にはプロジェク

トの面で僕を支えていて欲しいんだ」

「分かっています。でも、わたくしは・・・・悲しいです。わたくしだ

け除け者にされているようで」

「決してそんなことはないよ。だけど昨日放送された実験は、当社の取
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り組んでいるプロジェクトのコンセプトから見ると、受け入れ難い部分

を含んでいると思うから、敢えて君には伝えなかったんだ」

「リーダー、わたくしにはすべてお話して頂きたいのです。どうしても

だめなら、わたくしを仲間に入れてくれなくても諦めます。でも最低限、

リーダーの行っていることは、すべて知っていたいのです」

「分ったよ。これからはすべて話すよ。君の負担が増えなければ良いけ

ど・・・・・・」

「負担が増えても良いのです。わたくしはその方が生き甲斐があります」

「分った。僕が悪かった」

梓が何か言おうとしたとき、ドアを開けて楠木が入って来た。楠木はこ

こ数日仕様の詰めに奔走していた。５社の考え方に隔たりのある部分が

多く、その調整に手こずっていた。財務プロジェクトから運用プロフィ

ットセンターとして設備計画を立てるように強い要望を受けていて、こ

の日もその部分の調整に出掛ける前に、賢に許容できる最低限の妥協ポ

イントを聞きに来たのだった。

「リーダー、全国に建設するバーチャル・システム館の収益の線ですが、

ぼくはゼロを最低線と踏んでいますが、リーダーのお考えはどうです

か？」

「楠木さん、ぼくは人件費と設備償却費、経費など全部差し引いても１

０パーセントは載せておいた方が良いと思うな」

「でも、リーダーそれじゃ、彼らの言う２０パーセントと会社上層部の

考えているゼロ利益との中間になるんじゃないですか？上層部がうん

と言わないと思います。それだけ利益を載せる為には今計画している設

備の仕様を削らないと無理ですから」

「あのバーチャル・システム館を造り過ぎる様に思うけどね。もう少し

建設地の数を少なく絞り込んだ方が良いと思うな」

「はい、そこが難しいところだと思うのですが、各都道府県に最低限１

館は建てないと、地域の意識を高揚できないでしょうし、信頼度の高い

統計的なデータを取得することも難しくなると思うのです」

「都道府県によっては財政的に苦しい県もありますから、行政面での支
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援を期待するのは難しい場合もあるでしょう。過疎化の進んでいる地域

ではバーチャル・システム館に来館する人の数もそれほど期待できない

と思うのです。ですから、僕は全都道府県ではなくて、ＨＵＢ（接続拠

点）的な要素の強い県、九州で云えば、福岡県の北九州市とか長崎県の

長崎市とかに優先的に建設して、他県は段階を追って建設していった方

が良いと思います。運営ができなくなると、システムも崩壊してしまう

と思います」

「でも、社長はリーダーがご不在のとき、全都道府県に建設する方向で

進めるようにとおっしゃいましたが・・・・・」

「そうですか、社長がそうおっしゃるのでしたら、やむを得ません」

楠木は一応賢の意見を聞くことは聞いたが、やはり自分の考えを曲げる

つもりはないようだった。社長が言っているというのは、口実のように

賢には聞こえた。楠木はそのまま他社訪問の為に外出してしまった。梓

はプロジェクトルームで賢とふたりだけで過ごすことになった。

「リーダー、わたくしをもう少し使ってください。まだ、わたくしの知

らないところでリーダーが苦しんでいるのを知ると、寂しくて堪りませ

ん」

「それほどまでに言ってくれるんなら、梓、君に話してないことを説明

するよ。以前言ったと思うけど、僕は失踪者の調査を続けてきたんだ。

その結果今回のプロジェクトに参加することになったんだけど、プロジ

ェクトとは関係なく、失踪者を帰還させる活動も続けているんだ。以前、

祐子や亜希子と一緒に遠野の失踪者の帰還を手伝ったとき、そこで不思

議なボールを見たんだが、祐子の誘拐を知った遠野の帰還者の家族が祐

子の救出に役立てて欲しいと、そのボールを僕に送ってよこしたんだ。

そのボールは本当に不思議なボールで、人の感情の動きをキャッチして

大きくなったり小さくなったりするし、命令するとどこにでも瞬時に移

動できるんだ。それを祐子の所に送ったんだ。そのボールにはテレパシ

ー通信のルーターのような機能があって、通信する者が両方とも意識を

ボールに向けていればテレパシーで相手と話ができる。君も一度、原さ

んが試作の話をしていた時に聞いていただろう。その試作品が出来たん
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だ。それから、試作を繰り返して漸く商品化に漕ぎ着けたんだ。我々が

新宿で配った宣伝用のビラを見たＶＳＢのスタッフが我々にコンタク

トを取ってきて、日曜日にテレビ局の人たちの前でデモを行ったんだ。

それが上手くいったんで、昨日放送されたって訳だ。いままでは君に負

担を掛けないように配慮してきたけど、これからは君も我々の仲間に加

わってもらっても良いか？」

「はい、わたくしはその方が仕事もやり易いです」

「俺たちの仲間は少し変わっているぞ」

「はい、わたくしも意識の世界を勉強します。何時もリーダーの近くに

居るのですから、直ぐに理解できると思います」

「言葉面だけで理解しても駄目だよ。確信にまで至らないと、僕達が何
こと ば づら

をしようとしているのかも理解できないから」

「はい、努力します。大丈夫だと思います。もう、大分慣れてきました」

「はっはっはっは、面白いことを言う。慣れてきたね」

「ええ、異質なものを自分の中に取り入れるには慣れから入るのが一番

手っ取り早いと思います」

「そう、確かにその通りだ。そもそも我々だって、この肉体という異質

な生命体に入れられ慣らされて生きているんだからな」

「えっ？」

「いや、人間の魂は本来、このような小さな肉体に収まるようなもので

はないと思うんだ。それが地球という磁場を使ってうまく肉体に同化さ

せられているんだと思う。この肉体も、地球もすべての環境も人間の魂

を住まわせる為の舞台装置と小道具なんだと思う。尤もこの世界自体が

仮想的な実態として出現しているから、個という存在も実際には存在し

ないものなんだけどな」

「リーダー、難しいです」

「梓、君の頭で理解できないなんてことは無いだろう。それは唯物的な

ものの見方が強いからだと思うよ。それと、自我かな？」

「リーダー、今度皆さんが集うときにわたくしも呼んで下さい」

「うん、皆に一度正式に紹介するよ。覚悟しておけよ」
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「誰か怖い人が居るのですか？それとも、お化けが出るとか？」

「はっはっはっはっは、梓は面白いな」

「だって、昨日のテレビで死んだ人を見えるようにした機械を紹介した

のだから、「お化けも呼び出せちゃうのかな」なんて、真剣に考えちゃ

ったんですよ」

「お化けか・・・・・うん、それは面白い。死んだ近親者ばかりじゃぁ

ないんだな、生きている人も大丈夫だろうし、遠隔地に居る人も呼び出

せるはずだな。要は波長を同調させれば良いんだ。原さんもその辺りま

で考えているのかもしれないな。全く新しいテレビ電話ができる。配線

も要らない、相手がどこに居ようと関係ない。凄いぞ！」

「面白そうですね。わたくしも絶対協力します。試作に参加したいわ」

「原さんも喜ぶと思うよ。手が足りないからね。君のように頭の切れる

人が一緒だと、原さんもやり易いだろうしね」

その日仕事が終えたのは７時少し前だった。賢は梓を連れて直接自分の

マンションに帰った。

「賢パパ、お帰りなさい。誰か一緒？」

「おかえりなさい、あなた。今日はお早いお帰りですね。あら、田辺さ

んもご一緒ですか？・・・いらっしゃいませ」

亜希子はドアの影に身を隠すように遠慮がちにしている田辺を見つけ

て声を掛けた。賢が梓を促して部屋に入って来た。

「今日は、良い話があるぞ。原さんも来ているかな？」

「いいえ、彼はいま取り組んでいらっしゃる次の試作を、区切りの良い

ところまで進められて、８時半頃お見えになるとのことですわ」

「梓、中に入って、亜希子と愛子は一寸ソファーのところに来て」

賢は梓を促してソファーのところに行き全員を席に着かせた。

「実は、今度田辺さん、いや梓が我々の仲間になることになったんだ。

プロジェクトは今迄通り進めるけど、梓は今我々がやりつつある、いわ

ば新規事業にも参画してくれるようだ。それと同時に、精神的な面での

仲間にもなってくれるとのことだ。じゃぁ梓、一寸一言言ってみて」

「始めまして、何て言えませんね。わたくし、今迄皆さんとは違う考え
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方で生きてきました。もっとはっきり言えば、物質主義というか、唯物

主義というかそういう理念で生きていました。しかし、皆さんの生き方

に触れ、今更恥ずかしいのですが、生き方を変えようと思いました。も

っと精神面に重点を置いた生き方で生きようと考えるようになりまし

た。皆さんの近くに居ると、渇いていた心に潤いが戻って来るような感

覚を覚えます。仲間に入れてください。よろしくおねがいします」

亜希子が言った。

「わたくし、とっても嬉しいですわ。祐子お姉さまがおられなくなって

から相談できる方が無くなってしまい、とっても心細かったのです。こ

れからいろいろ教えて頂きたく思います。よろしくお願いいたします」

愛子も喜んだ。

「わたしはまだ中学生ですから、何にも分りません。原さんのお話が難

しくてとても理解できないの。田辺さんなら分りやすく教えてくれそう

でとても嬉しいです」

賢が言った。

「よし、これから梓もみんなの友達だ。梓は会社の経験が豊富だし、物

事の処理能力は僕等の数倍上だ。これからいろいろ教えてもらおう。梓

は今迄物質社会の物の捕らえ方で生きてきた。これからは精神世界を考

慮して物事を処理してゆくことになる。次元を変えたり、消えたりする

ことでは君等の方が先輩かもしれないけどね」

「賢パパ、意地悪ね」

「あなた、わたくしたちにはそういう能力があるのではなくて、持って

生まれた特性があると仰ってください」

「そう、ふたりは生まれつきの、そういう変わった特性をもっている・

・・これでいいか？」

その時、ドアが開いて原が入って来た。原はソファーの近くに来ると田

辺に向かって言った。

「あれ、田辺さん、お見えになったんですか？」

田辺は軽く頭を下げた。賢が言った。

「原さん、朗報ですよ。田辺さんが我々の仲間になってくれることにな
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りました。これからは一緒に行動します」

「へえー、それは凄い。じゃぁ、早速次の実験では手伝ってもらっちゃ

おうかな」

梓が言った。

「原さん、よろしくお願いします。わたくしは原さんの考えていらっし

ゃることがまだ理解できていませんが、それが現在の自然科学ベースの

条件下で実証されたことで、自分の狭い考えを正すべきだと気付いたの

です。リーダーの言う意識の働きも定性的なだけでなく、定量的にも扱

うことができることが分りました。時間の許す限り、原さんの試作や実

験に協力します」

その時電話が掛かってきた。亜希子が受話器を取った。

「はい、内観でございます」

「もしもし、あのテレビでやっていた機械は、どこに行けば買えます

か？」

「ありがとうございます。都内及び近郊でしたら、設置にお伺いいたし

ます。その時に取り扱い方法もご説明させて頂きます」

「１台欲しいんです。値段は１００万円でしたよね」

「はい、さようでございます」

「亡くなった方にもう一度、お会いしたいのです。できるんですよね」

「はい、使用上の注意事項はありますが、大抵の場合問題ないと思いま

す」

「じゃぁ、１台持って来てください。所沢です。できるだけ早く欲しい

んですが」

「少々お待ち頂けますか？配送係りに聞いてみます」

亜希子は電話を保留にして、賢の方を伺った。全員緊張して亜希子の電

話のやりとりを聞いていた。賢が言った。

「土曜日に設置に行くと応えて」

亜希子は保留を解除した。

「もしもし、今度の土曜日にお伺いできますが」

「じゃぁそうして。こっちは午後なら大丈夫だから。代金はその時に現
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金を用意しておくよ」

亜希子は電話番号を聞いてから一旦電話を切り、折り返し電話した。住

所も確認した。亜希子が電話を切ると、皆一斉に声をあげた。

「やったね！」

愛子が手を打って言うと

「もう反応があったね」

原が言った。賢も、亜希子も顔一杯に喜びを表わした。梓も仲間に入ら

なければと思いフォローした。

「凄いですね。もう売れたんですね」

賢が言った。

「今回は僕と、原さんで行って来ます。原さん、明後日の午前中に動作

確認をしておきましょう」

「ええ、僕も、今そう考えていました」

顧客第１号は西武線所沢駅から２キロほどの久米という地域にある２

階建の家だった。図書館の分館の近くだと言われていたが、タクシーの

運転手にそう言ってもよく分らなかった。原はマシンを大切そうに抱い

て乗車した。賢がスマホでナビシステムの電話番号検索アプリを使って

場所を確認し、漸く目的地に辿り着いた。タクシーの運転手は近くに行

くのに時間が掛かり不機嫌そうだったが、賢と原は楽しかった。呼び鈴

を押すと、直ぐに年恰好４０歳くらいの男性が玄関に姿を現した。

「ウチミシステムズでございます。このたびはオーラビジョン・システ

ムをお買い上げ頂きありがとうございます。マシンの設置に伺いまし

た」

「待っていました。さあ、どうぞ」

ふたりは８畳ほどの和室の居間に通された。原が梱包を解いてマシンを

座卓の上に載せ、電源コードをコンセントに挿すと、賢がヘルメットを

取り出しケーブルをマシンに接続してから、男の頭にヘルメットを被せ

た。テレビで観たと言ったので、抵抗なくヘルメットを装着させること

ができた。賢は亡くなった人を思い出すテクニックを教えた。男は真剣

に聞いていた。
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「それでは、電源を入れます。両目を半眼にして、画面を見ていてくだ

さい。お客様の意識でお亡くなりになった方を呼ぶことになりますか

ら、画面にその方が現れても意識を他に向けないで、その方のイメージ

を抱いた状態を保ってください」

電源を投入すると、男は半眼になり瞑想状態になった。やがて画面に美

しい女性の姿が現われた。半眼の男の眼から涙が流れた。しかし男は姿

勢も変えずじっと画面を眺め続けている。ただ、涙だけが流れている。

男は時々眼を閉じ、また見開いた。画面上の女性はニコニコ微笑んでい

る。突然男が口を開いた。

「秀子さん！・・・・・秀子さん！・・・会いたかった」

男は右手の袖口で涙を拭った。賢が言った。

「お客様、一旦スイッチを切らせて頂きます。ご利用方法はお分かり頂

けたと思いますので」

「声は聞けないのですか？」

原が応えた。

「次のバージョンでは対応するつもりです。でも、我々の世界のルール

を破る可能性がありますから、同意書が必要になるでしょう」

「この、マシンもバージョンアップできますか？」

「はい。但し、有償になると思います」

「勿論それはかまいません。いくら高くても、彼女の声が聞けたらそれ

だけで、他のものは何も要りません」

「分りました。そのバージョンができましたら、先ずお客様にご連絡さ

せて頂きます」

男は嬉しそうだった。賢が手伝ってヘルメットを外すと、男は奥の部屋

に行き、直ぐに封筒に入れた１００万円を持って来て震える手で賢に渡

した。賢は受領書にサインを貰うと、取扱説明書と収入印紙を貼った領

収書を男に渡した。ふたりは礼を言ってその家を出た。初めての売り上

げに緊張し続けていた原も、漸く解放されてフッと一息吐いた。

「賢さん、やりましたね。大成功です」

「原さん、見事です。凄いマシンです」
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アパートに着くと亜希子が言った。

「お帰りなさい。如何でしたか？」

「亜希子、上手くいったよ。お客さんも喜んでくれた。今日は初出荷の

お祝いをしよう。亜希子、はいこれ、初めての売り上げ代金」

亜希子は封筒を両手で拝むようにして受け取った。そして言った。

「あなた、原さん、驚かないでください。今日は今迄に５人の方から問

い合わせを頂いたのですよ。皆さん、お求めになるおつもりのようでし

た。こちらから納期のご連絡を申し上げることに致しました」

「それは凄い。製造が間に合わなくなっちゃうな」

居間の奥から梓が出て来た。

「リーダー、おめでとうございます。凄いですね」

「おお、梓、来ていたのか。今日はパーティをやろう」

「はい、聞こえていました、リーダー」

「ところで、愛子さんはどうされたのですか？」

原が心配そうに言った。

「バレエの練習に行きました。今日は次の発表会の総練習とのことです

わ。でも５時には帰宅するとおっしゃっていたわ」

梓と亜希子がふたりで買い出しに出掛けた。賢が原に聞いた。

「原さん、声を聞けるようにするというのは、可能性があるのですか？」

「はい、もう、試作は完了しています。先ほども一寸言いましたけど、

相手との会話が成立してしまう危険性があるのです。そうなると、賢さ

んのおっしゃるとおり、相手の方の魂の生長を阻む危険性もあるので、

そのあたりの処理がうまくできるようになったら説明するつもりだっ

たんですよ」

「何をやっても早いですね。一度実験してみたいですね」

「ええ、賢さんなら相手の立場を考えながらできるので、心配要りませ

んから、今夜パーティの後で実験をやってみましょう。これから、アパ

ートに帰って試作機を持って来ます」

原は直ぐに出て行った。賢は一人になった。誰も居なくなると、途端に

祐子に会いたくなった。先ほどの顧客が秀子という女性を呼んでその姿
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に涙していたとき、賢の心の中も悲しみで一杯になっていた。しかし、

客の前だったのでその意識を抑えていた。これまで抑えていた意識が開

放されて、無性に祐子に会いたくなってきた。意識を澄ませて話し掛け

てみることにした。

「祐子、どうしている？大丈夫か？元気でいるか？」

反応は無かった。賢はもっと祐子のイメージを強く抱き、瞑想状態に入

って呼びかけを続けた。微かに英語のような話し声が脳裏に展開した。

「Yes, I do. Yes, I can.」（はい、やります。はい、できます）

それだけだった。そして、少しすると、またあのクゥイーン・クゥイー

ンという音が聞こえてきた。賢は、この音がリンク不可のサインだと認

識し始めていた。この日は「Yes, I do. Yes, I can.」という肯定的な言葉

が祐子から出ているという不確かな安堵感を抱くことができた。それで

も大きな収穫だと賢は思った。先ず、原がダンボールに入れたマシンを

抱えて戻って来た。それから間もなくふたりの女性、そしてその直ぐ後

に愛子が帰って来た。全員が揃った。ふたりの女性は、いつもより値段

の張る食料や酒を二袋ずつ下げていた。

「亜希子さん、重たかったわね」

「ええ、田辺さん。指に食い込んでいますわ」

亜希子はキッチンの隅に袋を置いて、中からワインのビンを２本取り出

した。田辺は袋をテーブルの上に置き、そこから寿司のパックを取り出

した。特上と書かれたラベルが貼ってある。

「いつもこういうパーティをやるの？」

田辺が亜希子に向かって言った。

「時々ですけど、慶びごとがあるときは皆で集まります」

「いいわね。嬉しいときは喜ぶ、悲しいときは涙する・・・・生きてい

るって感じ。わたくしはずっと忘れていたわ。嬉しいときは、「浮かれ

ないでね」と言い、悲しいときは、「堪えましょう」と言う。そういう
こら

生き方になっていたわ。もう、感情の発露も子供の頃の思い出になって

しまったわ」

賢はソファーのところで原と一緒にマシンを弄っている手を休めて言
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った。

「梓、そうなんだ。先ず、自分自身を表現できるようにして、それから、

自分自身を消すんだ。それが理想的な生き方さ」

梓は賢たちがそこに居ることに初めて気付いたかのように、驚いた体で

振り返った。

「リーダー、自分自身を消すって、自我を無くすことですね？」

「梓、亜希子、お使い大変だったね・・・自我が消滅すると、全体と一

体化した本来の自分自身が現われてくる。一寸矛盾しているようだけど

ね」

パーティは９時頃まで続いた。愛子以外はワインを飲んだ。亜希子と梓

は口を濡らす程度しか飲まなかったが、全員の歓喜は最高潮に達してい

た。原が言った。

「ここらでひとつ、新しいマシンのデモをやりましょうか？」

「賛成！」

愛子が元気良く言った。賢と原はソファーに移動した。女性たち３人も

手際よく後片付けを済ませてソファーに移動すると、既に賢がヘルメッ

トを着けていて、マシンも電源ＯＮされスタンバイ状態になっていた。

「今日はどんな実験をされるのですか？」

亜希子が聞いた。

「今日の実験は面白いですよ。霊界の人の姿を観ながら、その話し声を

聞くのです。勿論、こちらからの話し掛けはしませんけどね」

「本当は、生きている人であっても、その人の意識がこの世界の次元を

超えられる人なら、このマシンで捕らえられるはずなんだな」

賢が言った。梓が直ぐに反応した。

「そんなことができたら、今の無線通信は重要性を失ってしまうわね」

「そうです。無線通信によるコミュニケーションはいずれ必要なくなる

でしょう。このマシンでは、まだ、虚空間の情報をキャッチすることし

かできませんが、虚・実の複合情報つまり、複素空間情報を扱えるよう

になれば、この世界の基本的なものの考え方に変更を加えざるを得なく

なると思いますよ」
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原がそう言うと愛子が拍手をした。梓は身を乗り出して、原のほうに姿

勢を向けた。

「原さん、そうすると、この装置では虚空間の情報をキャッチして、そ

れを電気信号に変換しているのですか？」

「その通りです。やはり、田辺さんは理解が早いですね」

賢がそう言うと、原がにこにこしながら言った

「まあ、実験をやってみましょう」

賢がヘッドギアを付け、原が電源を入れた。賢は早速目を瞑り瞑想状態

に入った。少しして画面に麻子の姿が現われた。ここまでは前回行った

実験と同じである。原が表示装置の下に新たに設けたと思われるスイッ

チをＯＮした。マシンの横からザーザーという音がしてきて、その内に

ピューという音に変わった。まるで昔の真空管ラジオが同調するときの

音のようだった。歌声が聞こえてくる。聴いたことのない歌である。何

となく風の音のように抑揚の無い単調なメロディだ。麻子の眼に涙はな

い。愛子が言った。

「お母さん、歌っているわ。とっても楽しそう」

「空よ 透き通った空よ どこまでも続く 空よ 全てを創る空よ あ

なたはわたし 地よ 力強い地よ 生き物たちが戯れる 地よ 全て

を育む地よ あなたはわたし 水よ 母なる水よ 生き物たちを巡

る 水よ 全てを抱く水よ あなたはわたし 火よ 父なる火よ 草

木が唄う 火よ 全てを生かす火よ あなたはわたし 風よ 友なる

風よ 人を愛し慈しむ 風よ 全てを運ぶ風よ あなたはわたし」

その声は澄んでいて、オペラでソプラノ歌手が歌う曲のような響きがあ

った。皆うっとりと聞き入ってしまった。賢が半眼になり、やがて大き

く眼を見開いた。また、ピューという音になり、ガリガリ、ザーッとい

う雑音に変わって、次第に麻子の姿は画面から消えていった。賢が言っ

た。

「よし、これで実在性が一層はっきりと証明できる」

亜希子が一旦原の方を見てから、視線を賢に移して聞いた。

「お話はできるのでしょうか？」
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原が応えた。

「理論的には可能なんですが、この世界のルールを破ることになります

から、どうしてよいものか」

賢が言った。

「そのルールとはどういう意味ですか？」

「僕も詳しくは分らないのですが、僕が失踪しているときに訪れた星で

は、霊的次元と物理的次元が融合していて、ある特定の時間と場所にお

ける固体を認識することが難しいようでした。そこでは、混乱を避ける

為に物理次元と霊的次元のコミュニケーションを禁止していました。役

所のような場所に行かないと、それはできませんでした。一旦約束事を

設けて全員がそれに同意すると、もう、自由にはコミュニケーションで

きないようでした。賢さんもよくご存知のように、４次元以上の次元に

おいては、時間も空間も特定できませんから、ルールを設けているので

しょう。これが仕組つまり、４組の状態です」

「なるほど、そういうことですか。コミュニケーションを自由に行うと、

その場に時空のズレが生じる可能性があるのですね。フィラデルフィア

の失敗のようなことが起きる可能性があるのですね。分ります。それに、

人間が生きる目的としている魂の霊的生長を阻む危険性もありますか

らね」

「ええ、その通りだと思います。ですから、特に神智学で謂うコーザル

体にある存在への働き掛けは、感応だけなら大丈夫でしょうが、コンタ

クトは避けたほうが良いと思われるのです。恐山でやっているようなエ

ーテルレベルの働き掛けならさほど問題ないでしょうけどね」

「原さん、その通りだと思いますよ。僕も麻子のように精神レベルが向

上している魂への呼び掛けは、避けるべきだと思います。でも、もし次

元の深さが検出できれば、高次の魂に対してはコンタクトが取れないよ

うにフィルターを掛けられるのではないでしょうか？」

「はい、それは可能です。実は、その機能はもう入れてあります。でも、

このマシンを販売するとき、バージョンで段階的に価格を変えた方が良

いと思いますから、現在はその機能は隠し仕様にしておこうと考えてい
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ます」

梓が言った。

「わたくしも原さんに賛成です。次元のフィルターの話は理解できてい

ませんが、ビジネスとしては、今言われたようにしたほうが成長路線を

とり易いと思います。例えば、オーラだけなら５０万円、オーラと人の

姿で１００万円、声も聞けると２００万円、会話ができると３００万円

とか・・・・」

「随分具体的だな。でも、フィルターが掛けてあると、話せない人も出

てくるはずだな」

「ええ、その時は割引価格を適用するとか・・・・」

「やはり田辺さんはエリート企業のエリート社員ですね。直ぐに具体的

な商売の話に展開できる。我々も助かりますね。賢さんだけじゃ、兎角

利益のことを無視しがちですからね」

賢は笑った。亜希子も頷いた。

「賢パパ、それじゃぁ、お母さんとは話せないわけ？」

「うん、その方がお母さんの為になるんだ。愛子、我慢しなさい」

「はーい」

賢は愛子が随分素直だと思った。パーティは９時半過ぎにお開きになっ

た。原はマシンを抱えて、自分のアパートに帰って行った。梓は自分が

もう賢のファミリーの一員になったような気がしていて、アパートに戻

りたくなかった。誰も何も言わないので、もう暫らくそこに居座ること

にした。

「賢パパ、今日ね、発表会の練習があったでしょう。その後でね、先生

がわたしを呼んで、今度一度賢パパに会いたいって言ったの。わたしの

ことらしいわ」

「そうか、こちらから伺ったほうがいいかな？」

「ううん、先生が後で電話するって言ってた」

「そうか、愛子、何か先生に叱られるようなことをしたんじゃないか？」

「賢パパ、いやね、わたしは優秀だって先生が言っていたわよ」

「はっはっは、そうか、それじゃぁ良い話だな。よしよし」
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「いやね、賢パパったら」

「愛子さん、どんなお話かしらね」

梓が言った。

「どんな話かな？愛子、見当が付くか？・・・・そうだ、梓、そろそろ

帰らなくても大丈夫か？」

「リーダー、もう暫くここに居させてください」

「分った、ところで、そのリーダーっていうのは止めないか。ここに居

るときは名前を呼んでくれないかな？その方が、より身近に感じるだろ

う」

「はい、そうします。りー・・・・内観さん・・・・なんかしっくりき

ません」

「賢でいいよ」

「はい、分りました。賢さん・・・・何か、恥ずかしいです。恋人みた

いで・・・・」

恋人という言葉を聞いて、亜希子が梓の方を振り向いた。

「田辺さん、心配なさらなくても大丈夫ですわ。賢さんにはわたくしと

祐子お姉さまが伴侶としておりますから」

梓は頷いたが、何も言わなかった。その時電話が鳴った。賢が出た。

「もしもし、オーラビジョン・システムを販売されている会社です

か？」

「はい、そうです。わたくしは内観と申します。」

「あの、もしかしてわたくしたちを救ってくださった内観さんです

か？」

「あのー、どちら様でしょうか？」

「大河原です、青森の」

「ああ、大河原さん、久し振りです。お元気にされていますか？」

「はい、おかげさまで、元気にしております。やはり、あの放送は内観

さんたちでしたのね。亜希子さんが出ていらっしゃったから、顔がマス

キングされている人の内のお一方が、内観さんじゃないかと思いまし

た。お懐かしいです・・・あのぅ・・・・わたくし、主人とは別れまし
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た。今、竹下さんと一緒に居ますの。彼は会社を辞めて、青森に移って

来ました。わたくしがどうしても青森を離れられなかったので」

「そうですか。でも、愛する方と一緒に生きた方が、人生が喜びに満ち

て充実しますから、良かったですね」

「はい・・・・でも義母と娘たちのことは一生供養し続けたいのです。

それがわたくしの務めですから・・・・それで、お願いなのですが、あ

のテレビで放送されたマシンを一台分けて頂けないかと思いまして・・

・・」

「お義母さんと娘さんたちにお会いになりたいのですか？」

「はい、竹下さんが帰還したときは、内観さんが居てくださったので、

わたくしの心も安定していましたが、あれからまた悲しみが段々大きく

なってきて、毎日がとても辛いのです。あのテレビで放送されたマシン

があれば、義母や娘たちの命がずっと続いていることを目の当たりにで

きて安心できると思うのです。それに、娘たちの姿をもう一度見たいの

です。勿論、声も聞けたらもっと素晴らしいのですが、そこまで贅沢は

申しません。姿が見えるだけで、もうすべての私財を投げ打っても良い

と思っています。竹下さんもそうしたほうが良いとおっしゃってくれて

います。なんとか１台譲って頂けないでしょうか？」

「分りました。１台用意いたします。１０日ほど待って頂けますか？声

が聞けるマシンをお渡しできると思います」

「えっ？義母や娘たちの声まで聞けるのですか？それは凄いです。代金

はお幾らになりますか？」

「代金は結構です。わたくしがお伺いして、設置いたします」

「いいえ、そうは参りません、代金はきちんとお払いいたします。テレ

ビでは１００万円と仰ってましたけど、声も聞けるとなるともっとお高

いのでしょうね」

「本当にお支払い頂けるのですか？・・・まだ、声のバージョンの値段

は決めてないのですが、２００万円にしようと思っています。でも、お

金が大変ですから・・・・」

「いいえ、お支払いいたします。ローンでよろしいでしょうか？」
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「じゃぁ、こうしましょう。今回は無料で貸し出しいたします。心が安

定してきたら、お返し頂くということでは如何でしょうか？」

「そんなにして頂いてもよろしいのでしょうか？」

１０日後の日曜日に賢が青森まで持参することになった。マシンはその

まま貸し出して、１ヵ月後に返却してもらうことになった。賢はどうし

ても料金は受け取らないと言った。電話を切ると梓が言った。

「リー、・・・賢さん、商売に私情を挟まないほうが良いと思います。

今の方たちはたまたま賢さんがお助けになった方々ですが、これからマ

シンを購入される方々も、それぞれに辛い事情をお持ちの方々だと思う

のです。その都度同情していたら、商売として成り立たないと思います」

「梓、僕にも分かっているよ。でも、どうしてもそうしたいんだ。今の

経済の仕組が悪いんだ。何でも金に換算しなくてはならないという制度

が社会に歪をもたらしているんだ。今の彼女たちには、支払う力は無い

よ。本当は早苗さんの心の苦しみは、自分自身で改善してゆくしかない

と思うんだけどね。そんなことを言っても、なかなか自分で自分の心を

コントロールすることは難しいから、マシンが少し背中を押してやる。

素晴らしいじゃないか。それに、あの亡くなられたお義母さんと娘さん

達はまだそれほど高い次元に上っていないと思われるから、フィルター

にも掛からないだろうしね」

「リーダーの、いえ、賢さんの優しさじゃ、それが結論になるんでしょ

うね」

「うん、僕には、湧き上がる感情を抑えて、機能を金額に換算すること

なんてできないんだ。だから、このマシンの販売は僕と原さん以外の誰

かに担当してもらわないと、商売にならないだろうね。例えば、梓、き

みとか」

「わたくしも、参加させてもらえるのですか？」

「うん、頼むよ。だけど、会社の仕事との両立が難しいかもしれないけ

どね・・・・」

「ええ、勿論１００パーセントは無理ですけど、できる限りの協力はさ

せてください」
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その時また、電話が掛かった。愛子が出た。

「賢パパ、バレエの先生からよ」

賢は愛子から受話器を受け取った。

「もしもし、内観でございます。愛子がいつもお世話になっております」

「雲居小夜子です。愛子さんのお父さんでいらっしゃいますね。実は今

ね、海外に留学する学生を募集しておりますのよ。ご存知でいらっしゃ

いましたか？」

「いいえ、初耳です」

「あら、愛子さんからは何もお話なさらなかったのかしら。それでね、

愛子さんが高校に進学されるときに、海外のバレエスクールに留学され

ては如何かと思いましたの。それで、お電話させて頂きましたの」

「と、おっしゃいますと？愛子は海外でバレエを学んだ方がいいとおっ

しゃるのですか？」

「ええ、愛子さんには可能性がおありになりますから、わたくしとして

も是非そうされたほうがよろしいと思いまして・・・・」

「ありがとうございます。それは愛子にとっては大変結構なお話ですが、

愛子とも相談してみたいので、少々考えさせて頂けますか？お返事はい

つごろまでに差し上げたらよろしいでしょうか？」

「まだ大丈夫ですわ。候補となる国がいくつかあります。以前はロシア

が一番よかったのですが、あの国は政情が不安定で留学には危険が伴い

ますので、フランスはどうかと考えています。まだ、秋口まで受け付け

てくれると思います」

横で愛子が、ニコニコして覗き込んでいる。電話を切ると賢は言った。

「愛子、今の話、知っていたのか？」

「うん、ポスターが貼ってあったから」

「僕に相談すればよかったのに」

「ううん、わたしはね、賢パパや原さん、そして亜希子さんたちと離れ

たくなかったの。それにお金も掛かるらしいし・・・・・」

「お金はなんとかなるよ。それより、そうしたいかどうかが鍵だよ」

「そうしたい！・・・・だって、フランスはバレエの本場だもの。みん
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な憬れているのよ。試験にパスしないと受け入れてもらえないらしい

の」

日に日にマシンの販売台数が増加してきて、発売から１ヶ月経過した頃

には、受注数が日に１００台を超えるようになった。もう、亜希子と２

名の派遣社員だけでは業務をこなせなくなってきた。既に受注残は２９

００台に登っていて、量産体制を敷かざるを得ないところまで来てい

た。問題は製造だけではなかった。販売支援、設置、保守サービスも必

要になってきた。原は既に派遣会社を退社していて、自宅で設計と試験

に明け暮れていた。多忙の日々ではあったが愛子とのバレエのレッスン

が唯一の息抜きになっていた。賢は、依然として東領製作所でＭＩプロ

ジェクトに取り組んでいた。しかし、土、日は量産の為の工場の借用、

設備の導入、人材確保、雇用契約などのために東奔西走せざるを得なか

った。賢は特に人材の確保に注力した。前の会社を退社したときに新規

事業に参加させてほしいと言っていた櫛田雄三や、その他の可能性のあ

る友人たちなどにも声を掛けた。櫛田は事業の内容をよく理解できない

ようだったが、賢を信じると言ってくれた。努力した結果、賢は７人の

若い精鋭を集めることができた。工場は小作にある倒産して売りに出て

いたＰＣ製造会社の物件を、製造機器付きで借用する契約を結んだ。そ

こはもともと大手電機メーカーの電子モジュールの組み立てをしてい

ただけのことがあり、ＰＣ板組み立てや検査の為の設備がそのまま残っ

ていた。賢たちにはまだ工場を買い取るだけの資金力が無かった。その

上、今後どう展開するか不定だったので、不動産会社と交渉してそこを

借用することにした。そのような多忙な毎日の中でも、賢と亜希子は毎

朝・夕、祐子へのチャンネル確立の為の瞑想は欠かさなかった。この一

月の間に祐子とは１０回ほどコンタクトできたが、祐子がボールの機能

を理解していなかった為に対話がどちら側からも一方通行になり、コミ

ュニケーションは成立しなかった。祐子は自分の話し掛けた会話に賢か

らの応答があるとは思ってもいなかったし、賢が話し掛けているという

ことを想像もしていなかった為、積極的に聞こうとする意識を働かせる
．．．．．．．．
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ことはなかった。賢は、一度瞑想中に祐子に出会ってから、「祐子は元

気でいる」という妙な安心感が出来上がってしまっていた。亜希子が悲

惨な状況を透視したときも、祐子だけは安全だと思い込んでいた。その

感覚がどこから来るのか自分でも分らなかったが、いずれにしても祐子

が危険地帯に居ることに違いはなかったので、自分の抱く感覚に違和感

さえ覚えた。原が派遣会社を退社してからは、それでなくても人の１０

倍も速いペースで行っていた開発のスピードがさらにアップした。既に

新しいマシンには対話の機能まで組み込まれていた。対話をする為に

は、大きなハードルがあった。それはこちらの意図を相手に伝えること

である。違う次元に居る存在に対してこちら側の意思を伝えることは至

難の業だった。最低でも共振波の第３高調波までの成分を拾い出す必要

があった。Ｓ／Ｎ比を気が遠くなるほど高くしなくてはならなかった。

原は、そこが一番難しい部分だと言った。入力信号は脳波だけでなく、

眉間にあるアジナチャクラの振動を検出する必要があった。その為、ヘ

ルメットの形状変更が必要だった。また、霊的波動の弱い人の場合は補

助信号として、胸にあるアナハタチャクラからの信号を検出して入力す

る必要もあった。またこちらの言葉が相手に伝わらない場合は、マイク

信号だけでなく、喉のビシュダチャクラからの信号も使った。従って、

相手と話すときは喉や胸から配線が出ていて、まるで、生体実験をして

いるような形になってしまった。原はそれらの補助入力は、いずれ、志

向性の強い受信アンテナをマシンに附け、Ｓ／Ｎ比を更に向上させるこ

とで、配線を取り去ることができると言った。しかし、その為には特殊

なバイオプラスチックスの材料を見つけなくてはならないとも言った。

この説明にはさすがの梓も附いて行けなかった。原の必死の研究開発の

結果、賢のマンションの部屋での実験で賢が麻子と話をすることができ

たときは、全員感激を超えて、驚愕の境地に陥った。それはこの世界の

歴史が始まって以来の出来事だったからである。

賢は麻子の霊的な意識に影響を与えないように最大限の配慮をしなが

ら画面に映っている麻子に向った。麻子は歌を唄っていた。賢が話し掛

けると画面上の麻子はきょろきょろと辺りを見回した。明らかに賢を探
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しているようだった。麻子は目を瞑った。麻子の顔に微笑が現われてき

た。

「麻子、元気にしているか？」

「ピーピー、ザーザー、ガリガリガリ、あなた、どこにいるのですか？」

「まだ生きているから、君とは別の世界に居るよ。君が生きていたとき

の世界だ」

「ザーザー・・・・あなた、愛しています」

この言葉で、傍観していたもの全員の顔つきが変わった。賢は、喜びに

涙ぐんだ。亜希子は伏し目がちにした。梓は賢の方をじっと見つめた。

愛子は嬉々とした表情になった。原は耳を澄ませ、大きな目を更に大き

く見開いて画像を注視した。それは、それまでの言葉に比べ「愛してい

ます」だけがはっきりと、麻子が今この場に居るように響いた為でもあ

った。臨場感があった。

「麻子、どんな生活をしているんだ？」

「毎日が創造、毎日が感謝、毎日が歌、毎日が瞑想、毎日があなたへの

愛、そして、創造神への愛です。これ以上の幸せはありません」

「天国に居るのか？」

「そういう場所じゃないと思います。固定した場所はありません。自分

の意思でどこにでも存在できますし、どんな自然も、どんな家も、どん

な食べ物も現われるのよ。あなたがこちらにいらっしゃるのを楽しみに

しているわ」

「まだ、行かないよ」

「いいえ、もう直ぐいらっしゃいます。こちらの１日はそちらの１年で

すから。せいぜいあと半年も待てば良いのよ。もっとも、それもわたし

が決めたのですけれどね」

「そうか、麻子は今そういうレベルに居るんだね。それは楽しいはずだ。

あまり長く話すと君の為にもよくないから、もうこの辺りでお別れだ。

直ぐにまた会いたいなんて思うなよ。普通の生活に戻ってくれよな」

「はい、わたしはあなたに会うのは楽しみですけど、執着は持っていま

せんから大丈夫です。あなた、愛子は元気ですか？」
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「うん、元気だ。ここに居るよ。バレエを習い始めたよ」

「あなた、ありがとうございます。それで、前の夫はどうしています

か？」

「いま刑務所に居るよ。彼のためにも祈ってあげてくれよな」

「はい、毎日お祈りしています。安心しました。では、お元気で」

賢以外の誰もが目の前で起きていることに、我を忘れて引き込まれた。

賢がマシンのスイッチを切ったとき、初めて全員我に返ったようだっ

た。

「お母さん、本当に生きているのね」

愛子は目に一杯涙を溜めている。

「わたくしは、今までの自分の考え方を根本的に変えなくてはいけない

と分りました。賢さんに言われて、精神世界の重要性は分ったつもりで

したが、やはり、つもりはつもりです。今日実際に体験してみて、現在

の科学の遅れをはっきり自覚しました」

梓が言った。亜希子は複雑な気持ちだった。

「麻子さんは、これほどまでにあなたを愛していらっしゃるのですね。

わたくしは負けてしまいそうです。いいえ、わたくしは永遠にあなたを

愛し続けます」

「亜希子、それは僕じゃなくて、全ての人であるはずなんだ。僕に向け

ている愛情をすべての人に対して拡大することだ」

「はい、拡大しますが、でもあなたに対しても更に拡大します」

賢はもう、何も言わなかった。原が説明するように言った。

「賢さんは霊界のことも分かっているから、こういう会話ができるので

すけど、一般の人の場合は、直ぐに「会いたい、抱き締めたい」なんて

言って、相手に執着の気持ちを起こさせたり、「あなたの大切にしてい

た盆栽は大きくなりました」何て言って、物質欲を助長したりしてしま

いますから、あるレベル以上の次元に存在している人に対しては、フィ

ルターを設けて簡単にはアクセスできないように制御してあります。も

っとも、低い次元におられる方々はこちらの言葉にも反応し易いので、

本当はそういう人に対しても注意が必要なんです」
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「今の注意事項は亜希子が取説に書き込んでくれたけど、別冊でアクセ

スガイドなるものを作った方が良いかもしれないな」

「ええ、僕もそう思います」

それから１０日後の日曜日、賢は亜希子とともに大河原家を訪れてい

た。梓も来たがったが、賢が、「竹下さんの帰還のときに亜希子と一緒

に訪れているから、相手のことも考えてふたりで行きたい」と言ったの

で諦めざるを得なかった。

「あの時は寒かったですわね。わたくしが雪の上に尻餅を突いてしまっ

て、コートもすっかり濡れてしまって、からだが冷たくなってしまいま

した。あなたは優しかったわ。わたくしをとても大切にしてくださって」

「亜希子はテレポーテーションして来たから、パジャマのままだったな。

俺のだぶだぶの服を着て、腕白な子供のようで可愛かったよ。あの時は

凄く寒かったな」

「ええ、本当に寒かったですわ。一度震えがくると、なかなか止まらな

いのですね・・・・またあのときのようにふたりきりで居られるのです

ね」

「うん、あの時も祐子は一緒じゃなかった・・・・・」

「ええ・・・・・そうでした」

正午を廻った頃早苗の家に着いた。早苗と竹下が一緒に玄関に顔を出し

た。ふたりは夫婦のような自然な雰囲気を漂わせていた。

「遠いところをわざわざいらして頂いて、ありがとうございます。さあ、

どうぞお上がりになってください」

賢は段ボール箱を抱えて床に上がった。亜希子は賢の靴を揃えてから、

框に腰掛けて片足ずつ靴を脱ぎ、床に上がってから屈み込んで靴を揃え

た。ふたりは居間に通された。賢が「仏壇に線香を上げたい」と言うと、

早苗が仏壇の蝋燭に火を灯してくれた。羊羹とメロンが供えられてい

た。

「子供たちが、メロンが好きだったもので・・・・義母は羊羹が大好物

でした」

尋ねもしないのに、早苗がうつむき加減に言った。この間ここを去った
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ときの明るさは消えていたが、苦しみのイメージは無い。賢は早苗の身

体全体から悲しみが滲み出ているような感じを受けた。賢はなぜ早苗が

大河原家に住むことができたのかを敢えて訊かなかった。テーブルに戻

ると、早苗が茶を入れてあった。竹下は既に縁側の方を向いて座ってい

る。賢と亜希子は座卓の長手方向に縁側を背にして並んで座った。

「内観さん、亜希子さん、僕たちを救ってくださってありがとうござい

ました。そして、また僕たちのために、こんなに親切にして頂いて何と

お礼を申し上げて良いか分りません」

早苗が隣に座ると、直ぐに竹下が言った。

「いいえ、少しでもお役に立てたら本望です」

賢が応えた。

「ご無沙汰しております。また、わたくしも附いて来てしまいました」

亜希子も挨拶をした。

「ようこそおいでくださいました。漸く寒さも遠のき、こちらは本格的

な春になって参りました。お時間があればどこかご案内いたしますが・

・・・」

竹下が言ったが、賢は翌日プロジェクトのステアリング会議があった。

「ありがとうございます。でも、今回は直ぐに戻らなくてはなりません。

また、機会を見て、ゆっくりお伺いいたします」

「それは残念です。内観さんたちは失踪事件を調査されていらっしゃっ

たでしょう。同じような失踪事件がこの青森県内にもありまして、その

失踪事件が解決したので、今日は桜も満開ということで、そこで祝賀パ

ーティがあるのです。帰還した方たちが何か出し物を披露してくれるよ

うです。少しだけなら、是非そちらに寄って行かれたらよろしいかと思

うのですが・・・」

「はい、ありがとうございます。時間がありましたら、是非寄らせて頂

けたらと思います・・・・・それでは、早速準備に入りましょう」

賢はマシンを段ボール箱から出すと、手際よく準備をし、早苗の頭に改

造したヘルメットであるヘッドギアを取り付けた。早苗が言った。

「何か、このヘルメット、ムーア真理教のヘルメットみたいですね」
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「大丈夫ですよ。脳波を調べているだけですから」

賢は先ず早苗の不安を取り除き、イメージングの方法を一通り説明して

から、マシンのスイッチを入れた。画面には何も映らない。賢は早苗に

順を追って説明していった。

「早苗さん、３人一緒にイメージしては駄目ですよ。先ほど説明したよ

うに一人一人です。画面に姿が現われても、あまり感情的に反応しない

でください。意識の照準が変わってしまって、直ぐに消えてしまいます

から。そして、映像が安定したら、竹下さん、ここのスイッチを押して

ください。記憶された脳波で同調を続けますから。では、先ずお義母さ

んからから呼んでみましょうか？」

「はい」

早苗は姿勢を正して、マシンの画面に向かって半眼になった。

「では、いいですか。半眼になったら、先ずお義母さんの姿を思い浮か

べてください。ほかの事は一切考えないで、集中して思い浮かべてくだ

さい」

画面に年老いた女性の顔が映し出された。早苗の顔が歪んできた。眼か

ら涙が流れ落ちた。早苗は今にも号泣しそうな表情に変わってきた。竹

下が賢に言われたスイッチを押した。早苗は我慢しきれずに声を出して

泣き崩れた。

「お義母さん、ごめんなさい。わたしが悪かったわ。ごめんなさい」

竹下が早苗の背中を摩っている。賢が言った。

「早苗さん、そんなに悲しまないでください。感情が高ぶると、お義母

さんとお話ができませんよ」

早苗はすすり上げながらも、必死に冷静に戻ろうと努めているようだっ

た。義母の顔は穏やかで微笑を浮かべている。その時、何かを口に持っ

ていったように見えた。食事をしているようだ。おいしそうにニコニコ

しながら口を動かしている。漸く、早苗の感情も平静に戻ってきた。賢

は音声のスイッチを入れた。

「ピィー、ガリガリガリ、ザー、・・・・おいしいわねこれ。もっと頂

けるかしら・・・・・そうだ、いとさんにもあげよう」
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食事をしているところのようだった。

「お義母さん、お義母さん・・・・」

早苗が呼び掛けた。賢が言った。

「今は、まだお義母さんに、こちらの声は届いていません。暫く様子を

窺っていましょう。お母さんの食事が済んだら、話し掛けてみましょう」

どうやら義母は食事をしているのではなさそうだ。菓子を食べているよ

うだった。次の一口の後、もう何かを食べた雰囲気はなくなっていて、

何かに耳を傾けているような様子に変わった。まるで指揮でもしている

ように右手を振って、歌を唄い始めた。現在ではもう、滅多に聞かない

ような古い歌だった。

「あかいりんごにくちびるよせて、だまあってみているあおいそら、り

んごはなんにもしらないけれど、りんごのきもちはよくわかる、りんご

かわいや、かわいやりんご」

気持ち良さそうに歌っている。賢は早苗に話し掛けるように合図をし

た。早苗が画面に向かって話し掛けた。緊張で顔が引き攣っている。
つ

「お義母さま、わたくし、早苗です。聞こえますか？」

義母は気付かない。歌を唄い続けている。

「お義母さま、お義母さま、陽一さんの嫁の早苗です。分りますか？」

義母は唄うのを止めた。辺りをきょろきょろ見廻している。

「誰、陽一なの、どこにいるの？陽一！」

「わたくしです。嫁の早苗です。お義母さま」

「えっ？ あの早苗さん、わたしたちを苦しめた人ね、陽一のことを騙

して他の男に走った嫁ね・・・変ねえ、姿が見えないわ」

周囲がまるで夕暮れのような雰囲気になってきて、早苗の顔もやっと判

別できるほどの暗さになった。「ガガガガ、ザーザーザー、ピューピィ

ー・・・ああ、寒い、嫌ね、急に寒くなって来たわ。ガリガリガガガ・

・・わあっ！今のは何？怖いわ。地響きがする。誰か来るのかしら!?怖

いわ。ああ、神様助けてください！ああ、神様！」

賢はまずいと思った。義母の意識の波動が不規則になって、マシンが捕

らえにくくなってきていた。
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「お母さんの意識が光を失ってきている。エネルギーを入れなくてはま

ずい。地獄的な波動になっている。暫く中断しましょう」

そう言うと賢はマシンのスイッチを切った。義母については、暫く時間

を置いてから再度トライすることにした。早苗は深い溜息を吐いた。

｢わたくしがいけないのです。声を掛けなければよかった。母を暗い思

いにしてしまって・・・・｣

「そう、これが一番の懸念材料なのですよ。でも、大丈夫でしょう。少

しすれば元に戻りますよ。お義母さんは外からの刺激で直ぐに精神の不

安定な状態に陥るようですから、コンタクトを取るときは注意が必要で

す。生きておられるときに随分精神的な葛藤があったんでしょうね」

「母は優しい感じの方でしたが、やはり心の中ではわたくしのことを許

せなかったのですね。わたくしが暴力団の男、栗原に弄ばれていたこと

を知っていたようです。亡くなった後もわたくしを拒否しているのです

ね」

「普通、記憶は消えてしまうのですが、感情があまりにも深く意識の底

に根を下ろしていると、記憶を呼び起こされたとき、その感情も同時に

浮き上がって来るんだと思います・・・・暫らくしてから、別のアプロ

ーチをしてみましょう。お義母さんにアプローチするまでの間、娘さん

たちを見てみましょう。それでは早苗さん、娘さんを一人ずつイメージ

してみましょう」

そう言うと賢は再びマシンのスイッチを入れた。いつもの雑音に続い

て、少女の顔が画面に映し出された。早苗によく似た顔立ちである。ニ

コニコ笑いながら、何か話しでもしているように口を動かしている。

「セリ、セリちゃんね・・・・・会いたかった。お母さんを赦して・・

・・」

早苗は泣き崩れた。激しく泣いたとき、マシンのノイズが大きくなり、

一時画像が消えた。竹下が早苗にハンカチを渡し、軽く背中に手を回し

た。早苗は竹下の方を向いて涙を拭うと、深呼吸をして姿勢を正し、画

面と向き合った。再びセリの顔が画面に映し出された。賢は音声受信の

スイッチを入れた。ノイズの中に少女の声が聞き取れるようになってき
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た。

「ガガガガ・・・お母さんはね・・・・とっても優しいのよ。おやつも

作ってくれるし、お布団の中ではね、お話もしてくれるのよ」

早苗の頬を涙がとめどなく流れている。竹下のくれたハンカチも涙を含

んで、心持ちやわらかくなっているように見える。

「わたしね、お母さんのこと、世界中でいちばんすき」

「ううっ・・・・セリ、セリー・・・・」

「早苗さんの激しい感情の波が収まったら、お嬢さんと会話ができるよ

うに切り替えます」

賢が言ったが、早苗はなかなか泣き止まなかった。

「ワコ、先生の言うことを聞かなくては駄目よ。お母さんが留守なんだ

からね。良いわね・・・・・・」

竹下が一生懸命早苗を気遣ってなだめていた。

「ねえ、トントちゃんの唄、歌いましょ・・・ト、ト、トントちゃん、

きょうははれ、あ、あ、あさから、おでかけよ。 ト、ト、トントちゃ

ん、きょうはあめ、ひ、ひ、ひるまで、しゅくだいね。ト、ト、トント

ちゃん、きょうはゆき、お、お、おこたで、あそびましょ・・・・」

「あら、変な唄」

漸く早苗の涙が止まった。賢はマシンの対話のスイッチをＯＮした。早

苗は大きく息を吸った。

「セリ、セリちゃん。おかあさんよ」

「お母さんの声がするわ・・・・ううん、わたしには聞こえるの。ほら

わたしを呼んでるわ」

「セリ、お母さんは遠くにいるのよ。あなた、元気でいるかしら？」

「ほんとよ、お母さんの声だわ。ワコ、耳を澄ますのよ・・・・可笑し

いわね。わたしには聞こえるのに・・・・・・・」

「内観さん、２人同時には話せないのですね」

「はい、ひとりずつしかできません。では、もう一人の娘さん、ワコち

ゃんですか？イメージしてみてください。ワコちゃんだけをね」

早苗は暫し瞑目していたが、やがてセリの映像が消え、別の少女が映し
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出された。ワコは見るからに小柄な少女だった。顔立ちはあまり早苗に

は似ていなく、丸顔で二重瞼だった。真剣な顔をしている。声が聞こえ

てきた。

「ガガガガ・・・おねえちゃん、どうやったらお母さんの声が聞こえた

の？」

「ワコ、ワコちゃん、お母さんよ。お母さんの声、聞こえる？」

「あっ、お母さん、おかぁさーん。お姉ちゃん、わたしにも聞こえた。

ねえ、お母さんどこにいるの？ねえ、出て来て？わたし、寂しいのよ。

おばあちゃんもいなくなっちゃったし、皆どこかに行っちゃったのよ。

おかあさん、出て来てね。おりこうにしているから、ねえ、一緒のお布

団でねんねしたいの」

早苗の眼から涙が溢れ出してきた。早苗は口を押さえて、嗚咽を堪えた。

話をすることができない。

「お姉ちゃん、また、お母さんの声、聞こえなくなっちゃった。変だな

ー。さっきは聞こえていたのになぁ・・・・お姉ちゃんも聞こえない

の？変だなー」

「早苗さん、冷静になって、今日は優しい言葉を掛けてやってください。

彼女たちは亡くなっているのです。違う次元にいるのです。娘さんたち

に、あなたが近くにいるような感覚を抱かせてはいけません。まだ自分

たちが亡くなっていることを認識していないのです。誰か別の存在の意

識が教えると思いますが、なかなか理解できないのでしょう。1年以上

経っても理解できていないんです。あなたは、事実を優しく諭してやる

ことから始めたほうが良いと思います」

早苗は漸く落ち着いてきた。

「取り乱して、済みませんでした。わたくし、この機械を使わせて頂い

てあの子達を指導します。ワコから始めてみます。」

「今日は、十分な時間がありませんから、今はとりあえず優しい言葉を

掛けてやるだけに留めましょう」

早苗は先ず、ワコに対して話した。「ワコちゃん、お母さんはワコちゃ

んがだい好きよ。またこの次に、おはなしをしてあげるから、それまで
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元気にすごすのよ」

「おかあさん、分ったわ。わたしおりこうにしているから、また、来て

ね。わたし、待ってる」

早苗はセリにも話した。

「セリ、あなたはおりこうね。お母さんはセリのことがだいすきで、自

慢よ。ワコのことをよく面倒を見てくれているのね。お母さんは、用事

があって、今はあなた方には会えないのよ。だけど、その内に会えるよ

うになるから、お利巧にしていてね。また少ししたらお話はできるわ。

楽しみにしていてね」

「おかあさん、わたし、がまんするわ。本当にまたお話に来てね」

そこで賢はマシンのスイッチを切った。

「あの娘たち、自分が死んでしまったこと知っているんじゃないかし
こ

ら？だって、素直に言うことを聞いたでしょう」

「多分、魂はすべて分かっていると思います。生前の子供としての意識

がまだ死を認識していないのでしょう。今はまだ、その意識で生きてい

るんでしょうからね」

ここで早苗が茶を入れ直すために台所に立った。竹下が言った。

「死んでも、生きているんですね。今まで、宗教家や神秘家が唱えてき

たことが真実なのだということが分りました。これは画期的なことです

ね。亡くなった人に会った人はもう、誰でも皆この人生の出来事に執着

しなくなるんじゃないでしょうか？」

「本当はそれもまずいと思います。人間は執着を通して、物事を達成さ

せてゆきますから、執着が完全に無くなると、もうこの世界に生きる必

要もなくなると思うんです。そうするとこの段階での魂の発展もなくな

ってしまうでしょう。何かをやり遂げたい、何かを手に入れたい、これ

が自分自身を磨き上げてゆく 鑢の役目をしているんだと思います」
やすり

「そうなんですね。このマシンの使い方はなかなか難しいです」

「ええ、そう思います」

３０分ほど歓談していたが、賢は早苗に義母とのコンタクトはもう少し

日を置いて行った方がよいと進言した。
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「早苗さん、お義母さんの意識は他からの影響を非常に受けやすいのが

分ったと思います。ですから、毎日、短い時間で良いですから、お義母

さんに愛の気持ちを送ってください。1ヶ月もすれば、お母さんの気持

ちも安定してきて、あなたの言葉を受け入れることができるかもしれま

せん。1ヶ月というのも、あちらの時間ではどのくらいになるのか判断

できませんが、あなた自身がお母さんに打ち解ければ、お母さんも同じ

ようにあなたを受け入れると思います。あなたの心の動きが鍵ですか

ら、こちらの時間で考えて良いと思います。もともと、すべての人の意

識は繋がっていますからね。自分が変われば相手も変わるんです。特に

死後の世界は、意識のみの世界ですから、愛することがもっとも大切な

んです」

賢と亜希子はマシンの使い方と、操作時の注意を早苗と竹下に詳しく説

明してから、午後３時過ぎに大河原家を出た。義母との交信は上手くい

かなかったが、早苗は娘たちの姿を目にし、話をすることができたこと

で心の澱が消え、随分顔色がよくなっていた。

やはり失踪事件の祝賀パーティに寄るほどの時間はなかった。帰りは飛

行機で帰った。竹下が空港まで送ってくれた。東京行きの便は５時５分

発だった。搭乗するまでに少し時間があったのでふたりはコーヒーショ

ップに入った。コーヒーが運ばれてくるのと同時に賢のスマホが鳴っ

た。梓からだった。

「賢さん、結果はどうでしたか？」

「まあまあだな。はやり外界からの影響で意識が変動しやすい人に対し

て話し掛けるのはかなり危険だな。意識の成長レベルを引き下げてしま

う可能性がある。お姑さんとのコンタクトに問題が残った。後で、原さ

んとも相談しなくてはならないな」

「上手くいかなかったんですか？」

「子供たちとのコンタクトはまあまあだったと思うけどね。ちょっと難

しいかもしれないけど、地獄的な意識状態に落ちやすい人とのコンタク

トをどうするかが一つの課題だな・・・ところで、何か急用でもあるの

か？」
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「はい、鹿島さんから連絡が入ったんです。次の行動に出るので、その

前に賢さんに報告しようと思って電話したと言っていました」

「何をしようとしているのか分らないか？」

「はい、理解し難いのですが、マリー・ジュベステルの軌跡を追ってア

フリカに潜入すると言っていました。わたくしも、危険だからやめたほ

うが良いと言ったのですが、「今は誰にも話せないが安全な方法がある」

と言っていました。いくら聞いても、その方法に附いては話してくれま

せんでした。わたくしは聞くのは諦めました。賢さんから直接聞いてみ

てください」

「そうか、それじゃぁ、僕が直接話してみるよ。情報をありがとう」

賢は一旦電話を切ると直ぐに康介に電話を掛けた。康介は直ぐに出た。

「賢さん、久し振り。商売の方、順調みたいじゃん。おれ、アフリカ行

くっす。その前に賢さんと話したかったす」

「鹿島さん、どうやってアフリカに行くつもりですか？」

「今は言えないっす。言えば賢さんに迷惑が掛かるっす。だから言えな

いっす。明日発つっす」

「危険なことをするつもりなんじゃないですか？」

「大丈夫す。目的を達成するまで、彼女を救い出すまでは絶対引かない

っす」

賢は鹿島のやろうとしていることを知りたかった。鹿島に及ぶ危険と、

祐子への影響が心配だった。場合によっては止めさせなければならない

と思った。しかし、鹿島は詳細を語らなかったし、大丈夫だと言い切っ

た。「これが自分の使命だ」とまで言った。賢は引き下がらざるを得な

かった。今後アフリカでの出来事には鹿島も関わって来そうだと思っ

た。賢たちがアパートに着いたのは午後７時５０分だった。原、愛子、

そして梓も首を長くして待っていた。梓が、祐子を救済するための行動

計画を立てる必要があると言った。鹿島が行動に出た今、座して朗報を

待っているわけにはいかないと言った。亜希子も梓に同意した。しかし、

具体的な行動に附いてはふたりともまったく考えが及ばなかった。賢が

言った。



58

「梓、亜希子、今はまだＩＣＰＯに頼るしかない。とは言っても、相手

は民族紛争でジェノサイドを経た国だから、政府を通した人道支援も末

端までは及ばない。まして人身売買の組織を探し出して、拉致された人

を救済するとなると、もう及び腰になってしまって口先だけの対応しか

してもらえない。だから、僕たちは民間の組織を通じて祐子を探し出し、

現地会社などを通して拉致した相手と交渉するという方法を模索する

しかないだろう」

梓が言った。

「賢さん、わたくしが鹿島さんと電話で話していた時、鹿島さんがちょ

っと気になることを言ったのです。「祐子さんの連れて行かれた国は農

業しかないけど、その農民の数も少ない。コーヒーやお茶だけじゃ生き

ていけない。祐子さんがそんなところに居たら、身体を壊してしまう。

だから一刻も早く救い出さなくてはならない」って。なぜ、コーヒーと

かお茶とか具体的に言うのかと思ったんです。ルワンダという国は、現

在は各国の支援を受けなければ生き延びてゆけない国です。いろいろな

ものが不足しているはずなのに、なぜコーヒーやお茶だけは十分にある

というような言い方をしたのか一寸引っ掛ったんです」

「そうか、もしかすると、日本のコーヒー販売会社とか、大手のコーヒ

ーショップたとえばムーンバックスとかバトールとかにアフリカに長

期出張することを提案して雇用してもらい、アフリカにコーヒーの現地

調達という形で長期出張して、ルワンダにもぐり込み、そこで調査や救

出活動をするつもりなのかもしれないな。もしそうだとすると、すごい

勇気とバイタリティだ」

「わたくしもあの人のバイタリティには圧倒されます。インドでも、チ

タビオンさんとふたりで運輸会社を調べていたときは、自分の身の危険

さえも顧みずにどんどん危ない所に突き進んで行ったのですから、本当

に敬服しました」

「あの人がいてくれたおかげで、僕たちは祐子のおおよその位置も、連

れ去られた経緯も把握できた。いつまでも彼だけに頼っているわけには

いかない。僕も今度のプロジェクトでアフリカのドゴン族の調査に出か
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けようと考えているんだ。ドゴン族はリマのニジェール川沿いの岸壁に

住んでいる種族で２５万人ほどの少数部族なんだ。ルワンダからは少し

離れているけど、その時にあの地域全体に存在している民族の意識を調

べて、民族間の融合を図る方法を見つけ出そうと思っているんだ。今度

のプロジェクトでは、異なった意識を持った人々の集団間の調和を図る

ことも必要だと考えているんだ。それに、小集団がどのように独自の意

識を貫いて生き抜いてきたのかを調べることも、役に立つことだと思っ

ているんだ。自分たちとは異なった集団と意識がぶつかったとき、たと

えそれが他国からの横車であるにしても、ジェノサイドにまで発展する

可能性があることを注意しておく必要がある。それにしても、祐子が民

族間の意識の狭間にあって苦悶していると思うと、胸が苦しくなる」

亜希子が言った。

「わたくし、あの国で話されている言葉を勉強します」

「どうして？そこまでしなくてもいいだろう」

「いいえ、わたくしはあなたに附いてアフリカに行き、鹿島さんと一緒

に祐子お姉さまを救出する活動に加わりたいのです」

賢はただ頷いただけだった。原が言った。

「賢さん、青森の結果を聞かせてください」

「はいそうですね、今回もほぼ成功したと言ってもいいと思いますよ。

ただ、会話システムは相手の意識を動かしてしまうので、相手が話し掛

ける側の意識に反応しないように、相手の反応を予測して、動的なフィ

ルターを掛けるように制御する必要があると思います。数値化なんての

はかなりむずかしいでしょうね」

「意識の波動関数に相手が反応した時の意識の波動値を代入して解を求

めればいいので、数値化することはそれほど難しくはないと思います。

そのことより、こちらからの会話の内容が相手に影響を与えないよう

に、フィルターを掛けるポイントを見つけることのほうが数段難しいと

思います。相手が少しでも反応してしまったあとでは、もう意識が変化

し始めてしまうので、その前兆をキャッチして、その会話の内容が相手

に伝わらないようにしなければなりませんから、一口にフィルターと言
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っても、微小変化を検知しての予測関数を用いた制御になるため、精度

的にかなり厳しいと思います」

原と賢の会話は、３人の女性にはチンプンカンプンだった。梓は単語の

意味は分ったが、意識に波動関数を用いるという考えがすんなり頭に入

って来なかった。原と賢は何とかなりそうだとの結論に到達し満足げだ

った。

キガリ

賢の予想した通り、康介はインドから帰国すると、直ぐにこれまで務め

てきた会社を退職し、２カ月前にムーンバックスの求人に応募してい

た。面接の時、アフリカの現地にコーヒー豆の調達のために長期滞在を

することが夢だと言って面接官を驚かせた。これまでそんなことを言っ

た応募者は無かった。すぐに採用が決まり、一時本社勤務を命じられて

いた。康介はＷＥＢから東アフリカ沿岸諸国で話されているスワヒリ語

の短期養成教育を申し込み、時間のある限り勉強していた。康介の希望

はすぐに聞き入れられて、まず１週間の調査出張に出掛けることになっ

た。ウガンダの首都カンパラに着いた時、康介は自分の目を疑った。あ

の、祐子が拉致され連れ去られて来て幽閉されている国、民族衝突でジ

ェノサイドの起きた国ルワンダの直ぐ隣の国とはどうしても思えなか

った。ビルが立ち並び、イスラムのモスクもあり、さまざまなものが渾

然一体となった活気ある街だった。人々の顔つきは決して暗くない。し

かしその反面、道路は舗装されてはいたが街は混沌としていて、下水道

は異臭を放っている。どの交差点にも信号は見あたらなかった。まだ、

この国にはインフラが整備されていないのだ。康介は４日間ホテルに滞

在した。その間、コーヒー会社6社と面談し、コーヒー豆の調達契約を

した。同行した調達部の部長は４２、３歳の小柄な男だった。ウガンダ

のコーヒーの味と香りを評価していた。康介はほとんど部長と行動を共

にしていたが、ホテルで自由時間のある時は、街に出てアフリカ中東部
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の地図やルワンダの資料を集めた。やはりルワンダに関する出版物は少

なく、手に入れることは難しかった。康介は街をぶらつき、乗り物の乗

り方を調べたりウガンダ人の気質を窺ってみたりした。３日目に最も原

料を安定的に供給してくれると思われるコーヒー豆会社の社長に接待

されて、畑の見学に出掛けた。コーヒー豆の畑は広大だったが、働いて

いる人の姿は無かった。社長は部長をコーヒーの木の近くまで案内し、

その良さを売り込んでいるようだった。畑を見学した後、社長はふたり

をレストランに案内した。そこで出てきたのはウガンダの名物とも云え

るテラピアの料理だった。ビクトリア湖で取れた淡水魚だと社長が説明

した。鯛によく似た味だった。康介はウガンダの町が気に入った。ここ

なら何とか過ごせそうだと思った。部長も機会をみては康介に長期出張

の時の注意事項などを話していた。しかし、そこからルワンダに行き、

そこで祐子を探すのは並大抵のことではない。直接ルワンダの首都キガ

リに居住する策を考えてみようと思った。康介は１週間の出張から戻っ

てから、２週間後に長期出張することになった。準備期間は短かったが、

初めからそのつもりだったので、準備もスムーズにいった。マラリヤや

黄熱ワクチンの予防接種も済ませた。しかし花巻の母親に説明するとき

は、さすがの康介も緊張した。康介には妹が一人いたがまだ独身で、花

巻のフラワーショップに勤めていた。母親は康介が東京に出て、すぐに

アフリカに長期出張になることを聞いて涙を流したが、康介は「男は出

世のためならどこにでも行かなくてはならない」と苦しい弁解をしてそ

の場を凌いだ。康介が再びウガンダの地を踏んだのは母親に話をしてか

ら僅か５日後だった。康介は覚悟を決めていた。なぜ自分が体を張って

まで祐子を救うために行動するのか、どうしても理由が見つからなかっ

た。それは心の底から突き上げてくる何かだった。夢に出てきた存在か

らの言葉はもう康介を突き動かす原動力ではなかった。康介自身がそう

したいと感じていたのだ。最初の１ヶ月はホテル住まいをすることに決

めてあった。その間にアパートを探すことにした。ホテルに滞在してい

る間は、アパート探しと、毎日１回の本社への報告以外はまったくの自

由だった。本社から、コーヒー豆会社を訪問したり、打ち合わせを命じ
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られた日はその指示に従っていた。康介は自由な時間を利用し、街に出

て国立図書館でルワンダの民族間抗争に関する資料を探した。ここは最

近ワールドデジタルライブラリーに参加したばかりで、蔵書がデジタル

閲覧できるようになっていた。康介は毎日書棚の書籍を閲覧してノート

に記録していった。歴史書籍群の中に「ルワンダの悲劇」という一冊を

見つけた。そこにはクツ族とブチ族の抗争はヨーロッパの覇権主義が生

み出したものだという説明が書かれていた。ベルギーとフランスについ

ての記載が多く出てきた。康介はこれまでに衝突の起きた場所を調べて

すべて書き写した。ジェノサイドの現場になった場所は特に朱書きでマ

ーキングした。現在はジェノサイド条約で国際的に禁止されているの

で、極端に走ることは滅多にないが、既に仲間の９割が殺されてしまっ

たブチ族にとってはクツ族は鬼畜であり、悪魔的存在と化していた。し

かし、国民は現在の平和な状態を維持したいと願っており、８万人にも

及ぶジェノサイドにかかわった者たちとの共存を余儀なくされていた。

逆にクツ族は今もなお自分たちの存在の正当性と優位性を妄信してい

て、肉親を殺されたブチ族による攻撃を受けると、その何倍もの仕返し

をしていた。ジェノサイドの起きた当時は政府のバックアップもあり、

残酷な仕打ちを繰り返した。新政府が僅か３ヶ月間でこの問題に決着を

つけ、司法の場に判断を委ねてからは、表立った攻撃こそしなくなった

が、見えないところでは醜い殺戮が繰り返されているとの説明が見受け

られた。康介は、祐子の幽閉されている場所の特定につながる情報を何

とか手に入れようとした。それと同時にコーヒーの栽培地域も記録して

いった。それは自分の仕事とも直接関係する内容だったので、国立図書

館通いも正当な理由付けになるという一種の安堵感もあった。カンパラ

の町には身の危険を感じる場所は少なかったが。スラム街を通るとき

は、恐れ知らずの康介も身が引き締まる思いがした。外出は陽のあると

きだけに限ることにした。１週間経ってから康介は国際バスでルワンダ

の首都キガリに行くことにした。本社はコーヒーの調達をウガンダより

むしろルワンダから行いたいという意向を持っていた。調達部長も次に

訪問するときはルワンダのコーヒー豆会社と交渉したいと考えていた。
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康介はそれを幸いに感じていた。最近のルワンダの政情は安定してい

て、本社もルワンダに駐在することに異議を唱えることは無いと部長は

言っていた。康介は９時発のバスに乗った。カンパラのホテルは１ヶ月

契約になっていたので、荷物はホテルに置いたまま、小旅行の支度で出

て来た。１２時には国境に着いた。手持ちのドル紙幣をルワンダフラン

に交換した。紙幣交換の窓口担当者は金額を誤魔化そうとしたが、康介

は騙されなかった。康介はここの国の生活レベルが影響しているのだろ

うと思った。ルワンダに入ると左右の景色はほとんど段々畑と背の低い

潅木の茂みばかりになった。バスの窓から畑に通じる道の向こうに、廃

棄された武器の残骸を見た。その周りの土地は荒れ果てて砂漠化してい

た。その遥か彼方にバラックのような家が二棟立っているのが目に入っ

た。その景色が康介の脳裏に焼きついた。キガリの町には午後３時ころ

に着いた。そこは千の丘の街と言われるだけあって、起伏のある丘が四

方に広がっていて、丘の向こう側を望むことができない。バスから降り

ると赤道直下にも拘らず意外に涼しく、ここの標高が高いということを

物語っていた。カンパラのホテルから既にこのキガリのバス停近くのホ

テルを予約してある。１泊４５ドルの安宿である。ルワンダのホテルに

は１週間滞在するつもりだった。アパート探しは主に午前１０時から午

後３時までの間に行った。ルワンダの新聞キガリ紙に載っている広告を

見て、先ず電話を掛けてから訪問するというプロセスで探した。日本の

本社は身の安全確保を考慮し、ウガンダの首都カンパラ市内にセキュリ

ティガードの付いたアパートを借りるように指示していた。しかし、康

介は調達部長にルワンダの首都キガリに住居を確保することを相談し

ようと思っていた。康介はキガリでの居住さえかなえばどんなアパート

でもかまわなかったが、その費用はすべて本社が負担することになって

いたので、躊躇することなく居住性がよく交通面で利便性のよい安全な

場所を探した。バス停の近くに外観もまだ新しいコンドミアム様式のア

パートを見つけたのはキガリに着いた翌日だった。康介はカンパラのホ

テル滞在期間１ヶ月が経過した翌月からの契約をした。後は何とかなる

と踏んでいた。そこには既に各国からの海外協力グループのメンバーが
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居住しているとのことだった。契約をした日はそれらの住人に会うこと

はなかった。そのアパートには住人共用の広いラウンジがあり、いくつ

かのテーブルと椅子が用意されていて、読書などができるようになって

いた。康介は常にスワヒリ語の辞書を持ち歩いて、気になる単語をいち

いちスワヒリ語に訳すように心掛けていた。その所為もあり、日一日と

スワヒリ語にも慣れてきた。ルワンダのホテルに宿泊して３日目にキガ

リ市内を歩いていると、少し大きめの平屋の建物の中から子供たちの歌

う声が聞こえてきた。康介は開け広げられた窓から中を覗いてみた。１

５人ほどの子供たちが土床の上で、輪になって唄を歌いながら、フォー

クダンスのような踊りをしていた。その周りを取り囲むように２０人ほ

どが土床に座って唄を歌っていた。康介は子供たちの解放された顔つき

を見てほっとした気分を味わいながら、暫く窓際に佇んで子供たちのダ

ンスを眺めていた。子供たちは屈託のない顔をしてはいたが、中に５人

ほど片方の手や足の無い子供たちが混じっているのに気付いた。その子

供たちも明るく歌っている。一人の目の大きな男の子が近づいて来た。

顔が皮膚病であちこち白くなっている。

「Mjomba，Hujambo」（おじさん、こんにちは）

「Hujambo」（こんにちは）

「Manatoka wapi?」（どこからきたの？）

「Natoka Japani」（日本から来たんだ）

「Mimi unajua mwanamke mmoja Kijapani」（ぼく、日本人の女の人を知

っているよ）

康介は海外協力隊の人だろうと思った。

「Yeye anaishi katika kambi．Yeye kuokolewa mama yangu．Jina lake ni

Yuko.」（そのひと、キャンプに住んでいるんだ。ぼくのお母さんを助け

てくれたんだ。ゆうこって人だよ）

康介は心臓が飛び出すほど驚いた。男の子は康介の驚いた顔を見て、興

味深そうに聞いた。

「Je, unajua yake? Yeye ni mzuri sana. Na, Yeye ni rafiki sana.」（おじ

さん、その人を知っているの？とってもきれいな人だよ。それにやさし
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いしね）

康介は心臓の鼓動がはっきりと聞こえるほど興奮してきた。祐子に違い

ないと思った。

「Wapi mimi kambi?」（キャンプはどこにあるんだ?）

「Ni siri. Mimi siwezi kuzungumza juu yake.」（秘密だよ。誰にも言っち

ゃいけないんだ）

４、５人の子供たちが、少年の近くに寄って来た。

「Je，siku zote hapa?」（君はいつもここに来るの？）

「Ndiyo, Nina mengi ya marafiki.」（うん。友達がたくさんいるからね。）

「Kuona tena.」（また来るよ）

男の子は飛び跳ねるように仲間のところに駆けて行った。興味を持って

寄ってきた子供たちも、少年が仲間の所に戻ってしまったので拍子抜け

したように、少年の後を追って戻って行った。康介の心臓の鼓動は鎮ま

ることを知らないように激しく脈を打っている。まさかこれほど早く祐

子の消息が知れるとは思いもよらなかった。その少年にあまり執拗に質

問してはまずいと思った。キャンプが秘密ということになっているとい

う事実がそれを示していた。ここからは周囲を意識して慎重に行動する

必要があると思った。康介は急いでホテルの部屋に戻った。部屋にはフ

ァックスが届いていた。本社からだった。近日中にコーヒー豆の買い付

けのために、調達部長が再びウガンダを訪れるとのことだった。前回訪

問した会社と事前にコンタクトをとるようにとの指示だった。康介は祐

子のことで頭が一杯だった。しかし、仕事を疎かにすることはできない。

直ぐにウガンダのコーヒー豆会社の社長に電話をし、アポイントメント

（面会の約束）を取った。ルワンダのコーヒー豆会社３社にも電話を掛

けた。ビジネスでは英語を使うことができた。特段英語に自信があった

わけではないが、相手も同じことと思うと片言の英語で十分コミュニケ

ーションを図ることができた。ほとんど苦労することは無かった。調達

部長が来るのは１週間後ということになった。翌日も康介は子供たちの

集まっている建物に出掛けてみた。しかし、あの少年の姿は無かった。

その翌日も少年は姿を現わさなかった。康介に焦りの感情が湧いてき
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た。

「どうして、あの時無理にでもキャンプの場所を聞き出さなかったのか」

自責の念にかられた。少年と再会できずにウガンダに戻らざるを得なか

った。カンパラに帰った４日後に調達部長はやって来た。康介はレンタ

カーを借りた。カンパラからビクトリア湖岸にあるエンテベ国際空港ま

では整地されていない道なので、およそ１時間かかった。部長の到着は

午後２時５０分の予定だったが、康介は１時半には空港に着いていた。

ＥＸＩＴの前で部長が出てくるのを待った。何人かの男が出て来た。そ

の中に見覚えのある黒人がいた。康介はその男が気に掛かった。しかし、

どこで見たのかどうしても思い出せなかった。それから１０人ほど後に

調達部長の佐川が出て来た。

「やあ、鹿島君ご苦労様。どうだいこっちの生活は？」

「お疲れ様でした。結構面白いです、部長」

「そうか、それはよかった。本当は根を上げているんじゃないかと心配

していたんだ」

康介は佐川の荷物を持つと、駐車場に向って歩き出した。

「部長、さっき、どこかで見たことのある男が降りて来たんですけど、

その人、黒人なんですけど、どなたかお知り合いの方はいらっしゃいま

せんでしたか？」

「いや、気が附かなかったな。それに、黒人はみんな同じような顔に思

えるからな」

「そうですか」

康介はその男の顔が脳裏に引っ掛かっていて、気分がすっきりしなかっ

た。ふたりがカンパラのホテルに着いたのは５時近くだった。康介は佐

川にルワンダのアパートを契約できたことを告げた。

「鹿島、ルワンダのほうが環境やインフラの点でずっと住みにくいと思

うが、それでもいいのか？ウガンダに居て、必要なときだけルワンダに

行ったらいいんじゃないのか?」

「部長、ぼくはコーヒーの味にはあまり詳しくないですが、素人の味覚

でもルワンダの方が香りが深いように思います。ですから、できるだけ
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ルワンダの国内に居て、より優れたコーヒーを産出するコーヒー豆会社

を捜した方が会社のためになると思いまして、勝手にアパートを契約し

てしまいました。部長が反対でしたら、キャンセルします」

「鹿島君、君もいい感覚を持っているじゃないか。実は俺もそう思って

いる。だから、君さえよければ是非キガリに駐在してほしいと思ってい

たんだ」

「そうでしたか。僕はそのほうが働き甲斐があります」

康介は心にも無いことをぺらぺらと話した。

「まず、ウガンダのアストリアコーヒーとの商談を済ませてから、キガ

リに移ろう。丁度ホテルの契約も切れるだろう。君はキガリのアパート

に移る。俺もキガリのホテルに移ることにしよう。それから、君から連

絡をもらった３社を訪問してみよう」

「はい、部長にも是非僕のアパートをご覧になって頂きたいと思います」

「おう、そうだな。そのことは総務部長からも頼まれている」

ウガンダの商談も、ルワンダの３社との会合もうまくいった。ウガンダ

のアストリアコーヒーとは定期購入の契約をすることができた。

「あそこは社長が日本贔屓だからうまくいった」
びい き

と佐川は満足げだった。キガリに移動するとまず佐川はホテルにチェッ

クインした。康介は部長と別れてアパートに出かけ、管理人オフィスの

女性に今日引っ越して来たことを告げた。２階の端の日当たりのよい部

屋だった。アパートは小高い丘の上にある。前回来たときは感じなかっ

たが、その丘はほかより高い位置にあるらしく、部屋の窓からはかなり

遠方まで見渡せた。部屋自体はそれほど新しくなかったが、２部屋に分

かれていた。寝室にはベッドやチェストから寝具まで一通り揃ってい

て、居間にはソファー、テーブル、２脚の椅子が用意されていた。キッ

チンにはキッチンウエアや冷蔵庫、レンジなど必要なものがすべて揃っ

ていた。バス、トイレもこじんまりとしてはいたがきちんと整備されて

いて、バスタオルまであった。オフィスの女性に部屋に案内されたとき、

康介は一目見て満足した。まるでホテル並だと思った。その日からその

部屋に住むことになった。翌日康介が車で佐川を案内しルワンダの３社
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とそれぞれ会合を持った。３社の社長はいずれも積極的だったが、佐川

は慎重な姿勢を保った。問題は品質の確保と安定した供給能力だった。

この日の訪問だけではそれを見抜くことが難しいと佐川は考えた。ルワ

ンダでは優秀な人材を確保することが難しいことを佐川はよく知って

いた。「これから暫くの間、君には３社のフォローをしてもらいたい。

それと、その他に目ぼしい会社が無いか調べてもほしいんだ」

次の日に康介は佐川を自分のアパートに案内した。佐川はそこが安全

で、設備も揃っていることに満足した。

「これなら、嫁さんをもらっても大丈夫だな」

佐川は冗談めいたことを言った。康介は祐子のことが脳裏を掠めたが、

自分でもどうしてなのか分からなかった。ただ、胸が熱くなるのを感じ

た。

祐子は黙ってドアのロックを外し、扉を開いた。

「Habari ya jioni.」（こんばんは）

そう言うとバラックは祐子のほうを見て微笑み、ゆっくりと部屋の中に

入って来た。祐子は黙って扉を閉め、ロックをした。バラックは椅子に

腰掛けると英語で話し始めた。祐子はバラックの配慮をありがたいと思

った。

「Yuko, I came here today for the talk with you. 」（祐子、今日は君と話を

したくて来たんだ）

「Yes.」（はい）

「How do you feel to live here.」（こちらでの生活はどうだ）

「I got used rather to live here」(大分慣れました)

「Ok, I’m relieved to hear it. I really apologize you.」（それを聞いて安心

した。君には本当にすまないと思っている）

「I regret to live here like this・・・・・」(わたしもこんな形で生きるの

は残念です・・・・)

「I’m very sorry, but I hope you could be here to help people.」（すまない

と思うが、君にはここに居て人びとを救ってほしいんだ）



69

「I cannot help any person.」（わたしには人を救うことなどできません）

「Yes, you can. I recognize that you have universal love. 」（いや、君には

できる。わたしは、君に普遍的な愛を見た）

祐子はバラックが紳士であることを初めて知った。常識的に考えても、

奴隷として買い取った女性に対して、このようなことを言うはずはなか

った。祐子は自分がなぜ買い取られたのかを聞いてみたくなった。

「May I ask something?」(質問があるのですが)

「Please, do not hesitate to say me anything.」(どうか、わたしには何でも

話してくれ)

「Although you are a gentleman, why did you buy me like that.」(あなたは

優しい人なのに、どうしてあんな風にわたしを買ったんですか？)

「I love Japanese. I really love Japanese lady. I expected that one Japanese

lady could live here with us, could teach us Japanese mind and could help

groaning people from unexpected pain. I knew it was dirty act. But I couldn
’t chose another way, because this is battle field.」（わたしは日本人が好

きだ。特に日本人の女性が好きだ。日本女性に、我々と共に生き、我々

に日本人の心を教え、そして、苦しんでいる人びとを救ってほしいと思

ったんだ。卑劣な方法だが、こうするしか方法は無かった。ここが戦闘

地域だからだ）

「But, Mary doesn’t think so. She handed me a see-through nightgown.」（で

も、マリーはそう考えていないわ。わたしは彼女から透けたネグリジェ

を渡されたわ）

「She thinks you are my slave. Therefore, I believe that she prepared your

clothes for my wife.」(彼女は、君を奴隷と考えている。だから、わたし

のワイフとして君の洋服を準備したんだと思う)

祐子はバラックがセカンドワイフと言わずにワイフと言ったのを奇妙

に感じた。

「You don’t have such kind of emotion, do you?」（あなたは、わたしに

そういう感情を持っていないのですね）

「You are beautiful. You are just like an angel. I wish you were my wife. It
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will be a dream for me. However, your love is too huge for me alone to

receive. I hope to save the tribe. Many people died. The injured people are

still suffering from serious wounds. It is more important to save them. 」（君

は美しい。本当に天使のようだ。君のような女性が妻であれば夢のよう

だ。しかし、君の愛はわたし一人で受けるには大きすぎる。わたしは種

族を守りたい。大勢のものが死んだ。ひどく傷ついたものたちは今も苦

しんでいる。彼らを救うことの方が大切だ）

バラックは涙を浮かべた。祐子は心の中で、バラックの心の広さに敬服

した。今日も一人の男の命が失われた。バラックの悲しみがひしひしと

伝わってきた。この男の心を癒してやることも必要だと思った。

「Why don’t you take a bath, before going to bed.」（お寝みになる前に、

入浴されたらいかがですか?）

バラックは頷いて浴室に向かった。浴室の前のタオル掛けの横に、男物

のバスローブを用意してある。祐子は覚悟を決めた。ワンピースを脱い

で裸になると、透けたネグリジェを身に着け、ベッドのサイドに浴室に

背を向けて腰掛けた。祐子の脳裏に賢が浮かんだ。祐子は心の中で賢に

話し掛けた。

「あなた、わたしはこの男に抱かれるわ。でも、意識はあなたの下に移

すわ。わたしを守ってね」

祐子は意識をその場から外した。暫くしてバラックが腰にタオルを巻き

つけて浴室から出て来た。バラックは祐子がネグリジェに着替えている

のを見て驚いた。祐子はあまりにも美しかった。バラックは高鳴る心臓

の鼓動を抑えることができなかった。祐子はバラックの鍛え上げられた

精悍な肉体に圧倒されてしまった。黒人の男は強く、激しかった。その

激しさで、肉体の意識は祐子の体に戻ってしまった。祐子の肉体は、官

能の渦の中に巻き込まれてしまった。何度も絶頂に達した。バラックは

朝まで祐子から出なかった。肉体の歓喜の中でも、常に祐子は意識を賢

の下に移そうとした。しかし、祐子は激しいバラックの抱擁に抗うこと

ができなかった。祐子の体は久々に目覚めたようだった。朝になってバ

ラックが祐子から離れようとすると、祐子はバラックの肩を引き寄せ
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た。バラックは再び祐子を抱いた。

「Yuko, I love you.・・・・ I love you.」（祐子、愛している・・・愛し

ている）

祐子は黙っていた。バラックが離れると、祐子はベッドから降り直ぐに

シャワーを浴びた。快楽の余韻が体中に残っている。祐子はバラックの

体臭を洗い落とした。そして、意識を部屋に戻した。しかし、まだ身体

には痺れたような余韻が残っている。気だるい感覚の中で祐子はいつも

のワンピースに着替えてからベッドサイドに戻った。バラックも既に着

替えを済ませていた。バラックは戻って来た祐子を見ると、急に抱き寄

せ額に口付けした。祐子は黙っていた。バラックは祐子を強く抱き締め

た。祐子は目を瞑った。バラックは祐子の唇を吸った。そのままふたり

でベッドに倒れこんだ。ふたりは服を脱ぎ捨てて、再び結びついた。祐

子の目から涙が流れた。バラックは言った。

「Yuko, Yuko. I never leave from you. You are my Goddess, my eternal

wife. I keep loving you forever.」(祐子、祐子、決して君を放さない。君

は女神だ、わたしの永遠の妻だ。わたしは永遠に君を愛し続ける)

ふたりは激しく求め合った。バラックが起き上がった後も祐子はしばら

くの間、ベッドから動けなかった。もう、シャワーを浴びようとも思わ

なかった。バラックは祐子の額に口付けをすると、服を着替えて部屋を

出て行った。祐子はそれでもまだ動けなかった。そのまま余韻に浸って

いたかった。祐子の頬を涙が伝わって流れた。賢への想いが湧き上がっ

てきた。

「あなた、なぜ、わたしを守ってくれなかったの？わたしはバラックに

身も心も許してしまったわ」

祐子は気だるさの残る体で午前中の仕事をこなした。賢に対する気持ち

とバラックに対する気持ちが混沌として、自分でも夢の中にいる様な気

がした。昨日の傷ついた兵士たちが祐子の姿を見ると会釈をした。祐子

は兵士たちに近づくと、一人ずつやさしく手をとってさすってあげた。

ふと看護婦室の方を窺うと、ドアの前でバラックが数人の兵士を前にし

て話をしていた。兵士たちは真剣な形相をしていた。祐子はバラックに
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く沸き立った胸を静めると、自分の担当している患者を看て廻った。み

なそれぞれに祐子に好意を示していた。祐子がジュタのところに行く

と、ジュタはもうすっかり回復しているようで、松葉杖をうまく操って

ぴょこっと立ち上がった。

「Yuko mama, Mimi kutembea.」（祐子ママ、ぼく歩けるよ）

そう言って、松葉杖をコトコト音をさせながら狭い通路を歩き回って見

せた。祐子はジュタに近づいて頭を抱き締めた。

「Ni nzuri」（よかった）

ジュタは喜び勇んで、松葉杖をうまく使いながら通路を出口の方に向か

って駆けて行った。祐子は、これでジュタもまた友達の下に戻れると思

った。祐子がジュタの後ろ姿を見つめていると、バラックが背後から声

を掛けた。

「Yuko, will you teach people here Japanese mind tonight?」（祐子、今夜み

んなに日本の心を教えてくれないか?）祐子はバラックの声で、血が熱

くなるのを感じた。

「Yes,・・・my ・・pleasure」（はい、・・よ・・喜んで）

祐子は自分の顔が紅潮しているのが分かった。こんな感情は賢に愛され

たとき以来だった。自分はバラックを愛し始めたのだろうかと思った。

そのとき、看護婦室からマリー･ジュベステルが出て来て、バラックに

近づいた。

「Habari za asubuhi.」（おはようございます）

祐子とバラックは同時に言った。

「Habari za asubuhi.」（おはようございます）

その調和した応答にマリーは祐子のほうを見て、意味ありげに笑った。

「あなた、うまくできた？妻になることだめ。あなたは奴隷」

祐子はそれを無視した。バラックはマリーを促して看護婦室の方に戻っ

て行った。その日の昼、祐子はピピ、スージ、マリゼと共に食事をした。

彼女たちの話題は遠巻きながらも、バラックの話に移っていった。ピピ

はバラックの話になると、そわそわしはじめた。祐子は３人の会話から、

72
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バラックが独身であることを知った。一度結婚したが虐殺で妻と２人の

子供を失っていた。それからは多くの女性が彼に近づいたが、誰とも結

婚しなかった。マリゼが、「男らしく、力強く、頭がよい、この部族の

実質的な首長だ」と言った。「彼は未だに妻のことを愛しているようだ」

とも言った。誰もがバラックを尊敬しているようだった。３人はマリー

については口にしなかった。祐子が尋ねてみると、「彼女はフランス人

で、５年前から彼の秘書をしている」と言った。しかし、「誰も彼女が

フランス語を話しているのを聞いたことがない」と言った。祐子はバラ

ックがこのキャンプだけでなくルワンダ全域にあるすべてのキャンプ

を統括している長であることと、同時に大きなコーヒー園を持っていて

コーヒー豆の会社を経営しており、その収益で民族を守るための活動費

を賄っていることを知りバラックに対する尊敬の念と愛おしさがます

ます強くなった。その晩、看護婦室において祐子が日本の心についての

講演を行った。講演と謂っても看護婦全員と６名の兵士だけが出席した

こじんまりした説明会であった。ピピ、スージ、マリゼも出席した。バ

ラックも出席したがマリーの姿は無かった。祐子は黒板に世界地図を描

き、まず日本の位置から教えた。自分たちの住んでいるアフリカについ

てさえ、詳しく知っている者は無かった。祐子はアフリカの大きな国だ

けは把握していたので、ルワンダをコンゴの横に小さく描き、それがみ

んなが住んでいるところだと説明した。そこからヨーロッパ、エジプト、

インド、中国、と大国の位置を示し、そして、日本が海の中に位置して

いることを説明した。ピピがフランスとアメリカはどこかと聞いた。祐

子は黒板の地図をさらに書き広げて結局世界地図を書き上げてしまっ

た。祐子はスワヒリ語に詰まると英語で説明した。バラックが英語をス

ワヒリ語に通訳した。世界地図の中の日本の位置を全員が把握すると、

次は日本地図を大きく描いて、日本が大きな４つの島に分かれているこ

とを説明した。このあたりから、みんな目を丸くして聞いていた。時々

当番の看護婦が戻って来て、別の看護婦が交替で出て行った。北海道、

本州、四国、九州と説明し、東京がどこにあるかも示した。半数の者が

日本の首都が東京であることを知っていた。次に日本の四季について説
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明し始めた。マリゼが、どうして地図や気候の説明をするのかと聞いた。

祐子は、日本の心は四季の移り変わりに結びついていると応えた。誰も

理解できていないようだったが、バラックだけが頷いた。四季の説明は

主に植物と魚で説明した。春は桜、夏はスイカ、秋はもみじ、冬は雪に

ポイントを置いた。そして正月の祝い、入学式、ゴールデンウイーク、

梅雨、夏祭り、台風、月見、暮、と自然の変化と人びとの動きを交えて

話を進めた。皆、まるで日本に住んでいるような気持ちになってきた。

そして、その日の最後に日本人の生活の節目を説明した。誕生から７５

３の祝い、幼稚園から大学院まで、そして各種施設について説明してそ

の日の講演は終えた。皆、日本に興味を覚えたようだった。これから毎

週１回講演会を行うことになった。そしてその日が、バラックが祐子と

共に過ごす日であることを意味していた。祐子が講演を終えて部屋に戻

り、入浴を済ませて寛いでいると、バラックがやって来た。まだ今朝の

余韻が祐子の中に残っている。バラックの姿を見ると、祐子は身体が熱

くなってくるのを感じた。しかし、この夜は透けたネグリジェは着なか

った。バラックがシャワーを浴びている間に木綿のネグリジェに着替え

た。あまり、バラックを興奮させないためだった。しかし、それはバラ

ックにとっては関係ないことだった。祐子は直ぐに全裸にさせられ、強

く抱かれた。祐子はもう、意識を切ることをしなかった。

「このまま、この男と一生を共にしなければならなくてもかまわない」

と思った。バラックに抱かれながらふと目を開けると、ボールが目に入

った。ボールはピンク色になっていて、時々輝くように点滅した。祐子

はボールが何か語り掛けているような気がして、意識をボールに集中し

た。

「祐子、俺だ、分かるか？」

賢の声だった。

「分かるか？分かったら、何か応えろよ」

祐子はバラックの動きが激しくなっているのを感じていたが、しかし、

意識は賢に向けた。

「あなた、わたしは、もう、元のわたしじゃないわ。許して」
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祐子はそう心で叫ぶと、再び意識を自分の身体に戻した。バラックの激

しい息遣いと、祐子を労わる優しく力強い動きの中に埋もれていった。

バラックにも祐子の心の動きが分かったようだった。一度終えると、バ

ラックは祐子から離れた。そして、優しく祐子の身体を抱き締めた。祐

子は言った。

「Barack, I love you.」(バラック、好きよ)

バラックの目に涙が浮かんだ。バラックはしばらく祐子の目を見つめて

いた。祐子は思った。

「身体の色は黒いが、心は日本人と同じだ。この男はなんと優しい心を

持っているんだろう」

祐子の心を読んだように、バラックは祐子を強く抱き締めると、また祐

子の中に入っていった。この日は流石に疲れが出ていて、ふたりは途中

で眠りに落ちた。気が附いたとき、バラックは既に着替えを済ませてい

た。バラックはベッドに横になっている祐子を抱き起こして抱き締め

た。

祐子は日に日に看護婦の仕事をマスターしていった。祐子の頭の中に日

本の病院で見た看護業務の運び方が蘇ってきていた。それらのことを考

慮し、衛生面や手順などで改善すべきことを進言した。バラックの推挙

もあり２ヵ月後には祐子はキャンプの看護婦長になっていた。そして、

いつもバラックと共に行動していたために、周囲の者達に祐子がバラッ

クの恋人であるかのように受け取られ始めた。当初、祐子に反発するよ

うな態度をとっていたピピもバラックが祐子の部屋に泊まっているこ

とを知ってから諦めたようで、素直に祐子の指示に従うようになった。

２回目の講演で祐子は日本の歴史について話した。日本の心の元は縄文

と弥生の時代に遡ると説明した。祐子の好きな分野だった。しかし、そ

れを説明するためには祐子にはバラックとピピの助けが必要だった。バ

ラックは祐子が英語で説明した部分を、スワヒリ語に翻訳し、ピピは祐

子が、言葉を見つけられずに行き詰ってしまい、やむなく日本語で話し

てしまったときに、祐子に尋ねながらそれをスワヒリ語で参加者に説明

した。
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「日本人の心はもともと縄文人の心から出ている。縄文人は競うことを

しない自然と調和した民族だった。縄文の心は愛の心。今から１万年以

上も前から縄文時代は始まっていて、５０００年以上も平和が続いた。

現在の人間にとっては想像を絶することだ。その意識はすべてがひとつ

で、個という捉え方が無く愛と調和の中に息づいていた。現在の寿命と

比較すると１／３ほどの短い人生だったが、永遠の生命を知っていたの

で、肉体への執着も無かった。日本各地からいろいろな祭器が見つかっ

ている。縄文人は宇宙根源の神と地母神を敬っていた。今でも日本人は

ひとつの事に国全体が反応して突き動かされる。それは縄文から引き継

いだ日本人の意識の特質だが、西欧社会との競争では、時に弱い面とし

て現れることもある。しかし、日本はどんな苦境も国全体の力で乗り越

えてきた。紀元３００年ころ大陸から弥生人が押し寄せ、日本の文化の

中に居座った。それは知の文化だった。愛の文化と知の文化が融合した

のが日本の文化だ。弥生になってから競争の社会になった。武士社会が

現れ、宗教が現れ、政治制度が現れた。それからは物質的な発展が起き

たが、縄文の頃の心が失われ、現在の日本人の中にはもうこの愛の心を

持った人間が非常に少なくなった。今、日本に居る自分のフィアンセが

日本人の心の改革に取り組み始めている」

２回目の講演はバラックに感動を与えた。しかし、最後のフィアンセの

話を聞いてバラックの顔に一瞬寂しそうな影が窺えた。ほかの参加者

は、自分たちの部族と縄文人とを比較して見ているようだった。皆それ

ぞれに、自分たちの種族の中に美しい心を見出そうとしているかのよう

であった。バラックはその日の夜、祐子の部屋で、「日本の根底にある

民族としての一体感が、自分の国にも必要だ」と祐子に話した。それか

ら「この国にも、以前はそのような調和した心があったが、それは国全

体ではなく、部族内に限ったことで、これからは国全体として、そのよ

うな愛の心を取り戻すことが必要だ」と言った。２回目の講演を終えた

ころから祐子はみんなから尊敬の眼差しで見られ始めた。若い者たちか

らは「Mama Yuko」（ママユウコ）と呼ばれるようになった。平穏な日

々が続き、負傷者や病人は順調に回復していった。祐子はその後も毎週
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講演を続けた。３回目の講演では、地方に住む日本人の民話について話

した。民話は祐子のもっとも好きな世界である。日本の中で歴史として

語られている武士や宗教家など当時の著名な人々とは別の、自然の中に

抱かれた人びとの日常の生活と心の動きについて話した。遠野の話もし

た。河童の話をしたときは黒板に河童の姿を描いて冗談を交えて話し

た。出席者は大いに喜んだ。全員が河童をはじめて知ったようだった。

第４回目は日本の宗教について話した。日本神道が日本人の心の奥にあ

ること、現在の皇室は歴史の中で日本神道のしきたりを守っているこ

と、そして飛鳥時代に仏教が伝来し、日本人は神道と仏教を両方信じる

ようになったこと。日本人は相矛盾するものや、異質なものを自分の中

に取り込んで、独自の世界を作り上げる能力に長けていることを、黒板

を使いながら講義した。出席者は祐子がまるで大学教授のように見えて

きてますます祐子に対する尊敬の念を大きくした。祐子はアフリカにも

ドゴン族という種族が住んでいて、人類の創生時の話ではないかと思わ

れるペトログリフ（岩刻絵文字）が残っていると補足説明した。みな、

アフリカのことを言われて、自分たちの住んでいる大陸についてさえも

よく知らないことを恥じているようだったが、祐子は「自分はこういう

ことが好きで、日本に居るときに勉強したから知っている」と説明し、

出席者が劣等感を感じないように配慮した。その後も講演は継続され

た。１０回目のとき、講演の最中に祐子は身体の変調を感じ、途中で何

度か吐き気を催した。夕食はあまり食欲が無く、食事が済むと気分が悪

くなって戻してしまった。その日は朝から吐き気を催していた。祐子の

妊娠をいち早く察知したのはマリゼだった。コップに水を入れて祐子の

ところに来た。

「Mama Yuko, Je wewe ni mjamzito?」（ママユウコ、あなた、妊娠して

いるでしょう?）

祐子は自分の腹部を見て苦笑した。そんな予感がしていたが、マリゼに

言われて、「やはりそうだったのか」と思った。その晩、祐子はバラッ

クにそのことを告げた。バラックは飛び上がって喜んだ。そして、

直ぐに結婚しよう」と言った。祐子は応えた。
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「Barack, I will give birth to your baby. But, I do not marry to you. I’ve a

fiancé. So, I can’t marry to you .」（バラック、わたしはあなたの子供を

生むわ。でも、結婚はしない。わたしにはフィアンセが居るの。だから、

結婚はできない）

バラックは寂しそうだった。しかし、祐子の意志が固いと見ると、諦め

て今後の祐子の生活方法に話を移した。祐子はあくまでキャンプで生活

すると言った。バラックは生まれた子供をここで育てるのは危険だと言

った。祐子もそのことは百も承知だった。話し合いの結果、子供は乳母

に任せてバラックの家で育てることになった。しかし問題があった。バ

ラックの家がキャンプから離れていることだった。翌日の朝、バラック

は祐子を自分の家に連れて行った。まだ腹部は目立たない。祐子は途中

で食料品店に寄るようにバラックに頼んだ。パンと豆などの食料を調達

した。食事を作るつもりだった。バラックの家はキャンプから車で２時

間ほどの小高い丘の上にあった。もっとも、バラックは祐子を気遣って、

非常に遅い速度で運転したので、普通の３倍の時間が掛かっていると祐

子は思った。広い庭のある大きな家だった。しかし、家の中はがらんと

していて装飾品はほとんど無かった。居間のソファーも家の大きさに合

わないこじんまりとした物だった。キッチンも広々としていて、作り付

けのキッチンセットも働きやすそうだったが、まったく使った形跡が見

えない。バラックは祐子を寝室に案内した。ドレッサーやクローゼット

の中には妻の遺して逝った品物がそのまま残っていた。バラックはそれ

らの品物を片付けようとしたが、祐子がそれを止めた。

「Barack, she is only your wife. You had better to treasure her.」（バラック、

彼女はただ一人の妻よ。大切にしてね。）

バラックは頷いた。浴室にはバスタブもあったが、使っているようには

見えなかった。バスタブの横にあるシャワーの周りだけが湿り気を含ん

でいた。浴室の床に敷かれたタイルもそこだけが光を反射していて、い

つも使われていることを物語っていた。ベッドはツインで片方のベッド

カバーがしわくちゃに丸められていた。もう一方はきちんとベッドメイ

キングされていたが、ずっと使っていないことが一目で分かった。祐子
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はしわくちゃのベッドカバーを取り除け、シーツを伸ばしてきちんとメ

イキングし、枕とベッドカバーを整えた。ほんの１分だったがバラック

はそんな祐子の姿をじっと見つめていた。

「I don’t sleep on this bed.」（わたしは、ここでは寝まないわ）
やす

バラックは黙っていた。寝室にはベッドから見上げると空の様子が窺え

る位置に窓が一つ付いている。その日はうす曇りで、祐子は心なしか物

悲しさを感じていた。寝室以外に４部屋があった。２つの部屋は子供た

ちの部屋のようだった。きちんと片付いていたが、使われている形跡は

全く無かった。３部屋目は予備室ということで、清掃されていてベッド

もきちんと用意されていた。来客を泊めるときに用いているとのことだ

った。最後の部屋に案内されたとき、祐子はびっくりした。そこはまる

で研究室のような印象を祐子に与えた。バラックの書斎だった。部屋の

奥には、上に書類が積み上げられた机が置かれていたが、部屋の広さに

は似つかわしくないほど小さく見えた。それほどその部屋は広かった。

右側の壁いっぱいに書棚が設けられていて、書籍がぎっしりと詰まって

いる。左側の壁には大きなルワンダの地図が張ってあり、地図の表面に

赤いピンが一杯刺してあった。バラックはそれがキャンプのある場所だ

と言った。地図の中にはグリーンのマークのついている地域があり、そ

こがブチ族の居住地とのことだった。黒い×印の付いている箇所が攻撃

を受けた場所で、赤い四角の書き込まれた場所が殺戮のあった場所との

ことだった。そして、地図全体、至る所に灰色の丸印が書き込まれてい

て、それがジェノサイドの時にブチ族が殺戮された場所とのことだっ

た。その地域があまりにも広域にわたっていたので、祐子はその悲惨さ

に、胸の苦しさを覚えたほどだった。その部屋には大窓は無く、机のあ

る側の壁の天井近くに明り取り用の窓が附いているだけだった。バラッ

クは「家に居るときはほとんどこの部屋に居る」と言った。ルワンダの

地図の横に２つの額に入った認定証が掛けられていた。バラックはアメ

リカの大学の大学院を卒業していて、心理学の博士号を取得していた。

その部屋を出ると、祐子は厨房に入り食事の支度をした。朝食を摂って

いなかったので、ふたりとも空腹を覚えていた。祐子はいつも食べてい
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る豆のスープとサラダを用意した。主食はパンにした。バラックは目を

細くして、祐子の作った食事を食べた。

「Of course, I hope you could live here for me, however, it maybe better to

live in the camp when I think about my friends. They began to love you as

our mother.」（わたしは、君がここに住んでくれるとうれしいんだが、

だが、仲間の為にはやはり、キャンプに住むべきかな。みんな、君を母

のように慕い始めているからな）

祐子は毎週の講演を欠かすことは無かった。祐子が講演をしていること

と、その内容が素晴らしいという噂がブチ族の間に広がった。そして、

ルワンダに来て半年が経過した頃には、祐子はブチ族の者たち全員から

“Mama Yuko, Mama Yuko”と母のように慕われるようになっていた。

祐子は病人を見ると必ず声を掛け、やさしく手をとり、そしてどこが悪

いのか尋ねて直ぐにその場で病の全快を祈って瞑目をした。その姿がブ

チ族の者にとっては女神の姿に映った。バラックさえも、祐子には敬意

を表していて、祐子が通るときは足場を清めるような行動をした。祐子

は自分の祈りの集中力が高まってきたのを自覚していた。あるとき、目

の視力を失った少年を見舞った。祐子は両手を広げて少年の目を覆い、

創造主に祈りを捧げた。極めて意識がクリアで、集中力が高まっている

ことを感じていた。両掌はジンと痺れを感じている。祈りを終えて、立

ち去ろうとしたとき、少年が、

｢Mimi wanaweza kuangalia.｣（目が見える）

と声を張り上げて言った。

「Mimi wanaweza kuangalia！ Macho yangu ni kazi. Mimi wanaweza

kuangalia kila kitu.」（目が見えるぞ、僕の目が見える。みんな見える）

周りにいた看護婦が集まって来た。少年は涙を流している。看護婦たち

も感激して言葉を失っていた。周りの患者たちも全員が祐子を見つめて

いた。

「Mama Yuko ni Mungu. Yeye alikuja hapa kutoka mbinguni kutuokoa.」（マ

マユウコは女神様だ。わたくしたちを救うために天国からみえたんだ）

皆口々に祐子を称えた。祐子は言った。
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「Mimi ni mtu kawaida. Mimi si Mungu. Mimi ni sawa na wewe.」(わたく

しはただの人間よ。女神様じゃないわ。あなたと一緒よ)

「No, Mama Yuko ni Mungu. Wewe ni miujiza.」（いや、ママユウコは女

神様だ。奇跡を起こされた）

人びとの興奮は収まらなかった。病人に付き添っている家族の何人かが

病人のために用意した果物を祐子の下に持って来て捧げた。

「Mama Yuko, Tafadhali kupokea sasa wetu kwa ajili yenu.」（ママユウコ、

わたしたちの捧げ物をお受け取りください）

祐子は言った。

「Asante. Namshukuru kwa ajili ya zawadi zenu. Sasa, Hizi ni zawadi

zangu, upendo wangu kwa watu wako.」（ありがとう、頂くわ。では、今

度はこれをあなたたちの大切な方にあげてください）

そう言って一度受け取った果物を、そのままその人たちに渡した。祐子

はその体形から、身篭っているのがはっきり分かるようになった。人々

はそれがバラックの子であることを意識していたが、口にするものは誰

一人として無かった。１３回目の講演の２日後、バラックがキャンプに

姿を現した。普通、バラックが祐子の講演の日以外にキャンプに来るこ

とは無かったので、祐子は少し心配になった。

「Barack, what’s the matter with you?」（バラック、どうしたの？）

「I met with one Japanese man who is looking for you.」（君の事を探して

いる日本人男性に会ったんだ。）

祐子はどきりとした。体中に緊張が走った。

「I didn’t say him anything. He is working under a coffee company, and

resides in Kigari now. His name is Katima. Do you know him？」（わたし

は、その人には何も話さなかった。その人はコーヒー会社に勤めていて、

キガリに駐在している人だ。名前はカチマという。君の知っている人

か？)

祐子は頭がカーッと熱くなった。呼吸を整え、意識に冷静さを取り戻し

てから、知人にカチマと言う名前が無いかどうか考えたが、特に思い当

たる人は居ないと思った。祐子は応えた。
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「How does the person look like?」（その人はどんなひとですか？）

「He is a young man who wear thick glasses」（分厚いめがねを掛けた青年

だ。）

「I don’t remember of that person.」（わたくしはその人のこと知らない

わ）

「I thought I shouldn’t tell you it, but I couldn’t. I don’t want to keep any

secret from you.」（僕は、このことを君に隠しておこうかと思ったが、

それはできなかった。君に対して、秘密は持ちたくない）

「Thank you so much. Do you know why the person is looking for me?」（あ

りがとう。その人はなぜ、わたくしを探しているのかしら？）

「I don’t know. I suggest he wants to save you.」(分からないけど、多分、

君を救い出そうとしているんだろう)

「I have your baby in my womb. I couldn’t back Japan now.」（わたしの

おなかの中には、貴方の子が居るのよ。今は、日本に戻れない）

「Yuko, I’m sorry. Forgive me. I charged heavy burden on you」（祐子、

許してくれ。君にこんな苦しみを背負わせてしまって）

「Barack, I will live here for a while. I can feel free in my life at any place,

if I have appropriate consciousness. Please do not tell him anything about

me.」（バラック、わたくしは当分の間、ここで生きることにしたの。ど

こに居ても、意識の持ち方で、自由に生きられるわ。その人にはわたく

しのことを話さないでね）

「Yuko, I’m very sorry」（祐子、ほんとうに済まない）

祐子はその男が、賢の意向で行動しているような気がした。そう思うと

尚更「その男に会ってはいけない」と思った。

東京

オーラビジョン・システムの販売の伸びは凄まじいものだった。はじめ

のうちは大半が個人客だったが、発売から半年が経過したころにはその

注文の多くが企業から発注されるようになった。それも殆どの場合複数
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台の注文だった。賢と原はオーラビジョン・システムがさまざまな形で

使われ始めたことを知った。はじめのうちは運勢判断や、占星術などの

小規模な店舗からの発注が多かったが、次第にデパートやショッピング

センターなどに出店しているテナントからの注文が来るようになり、オ

ーラビジョン・システム関連の専門店が出来てきていることを感じさせ

た。クレームも多く入るようになって来た。その大半は、使用方法の誤

りによるものだったが、中には騙されて偽造品を買わされる者も現れ始

めた。オーラビジョン・システムの構造はそれほど複雑ではない。エレ

クトロニクス系のエンジニアなら直ぐに真似をして作りたくなるよう

な誘惑を感じるほど、シンプルな構造だった。メカニックな部分はほと

んどない。ハードウエア（機構）は作ろうと思えば購入品だけで簡単に

出来るものだった。原は初めからそのことを考え、模造できない仕組を

組み込んであった。そのため、特許申請もしなかった。その仕組は多次

元における共振とそのセンサー回路にあった。ヘルメット部分にある虚

次元の脳波をキャッチする仕組が、脳波の虚次元感応信号を取り出して

いた。有機プラスチックスに水を浸潤させる技法と、その水分の割合を

維持させるための封印手段、浸透圧の原理を用いた水分の滲出と空中か

らの湿気の吸入、有機プラスチック内に繊毛状の導電性リードを張り巡

らせその末端にフィードバック系を用いた高Ｓ／Ｎ比のセンスアンプ

回路を接続してあった。そこから取り出された信号は、電気回路のよう

なＬＣ結合による共振回路ではなく、有機材料を用いた特殊な共振回路

に接続されていた。その共振回路は、原が分子共振と名づけた１組の繊

維系の素材を平行に向かい合わせ、一方をアンプの出力に、他方を信号

入力回路に接続していた。原は「このセンサーと共振回路部分はこの世

界の科学技術レベルでは作れない」と言っていた。半年後にはウチミシ

ステムズは３００人を抱える企業になっていた。株式会社の登録を行政

書士に依頼し、有限会社から株式会社への変更も完了していた。株主は

賢と原と亜希子の３人に限定した。発行株式はすべて賢が６０％、原と

亜希子がそれぞれ２０パーセント出資する形にした。賢が会長になり、

社長は原、亜希子は副社長になった。７人の取締役も置いた。その頃に
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は、収入が半年で４００億円に到達していた。すさまじい売り上げの伸

びに対応するため、品川のビルのワンフロアを借りて本社にした。福岡、

大阪、札幌に支店を出した。これらの業務はすべて会社組織の中で行わ

れていった。賢と原と亜希子の３人は今までとあまり変わらない生活パ

ターンを維持していた。テレビでコマーシャルも打つようになった。賢

は東領製作所での業務を重荷に感じ始めたが、実際の業務は楠木と梓が

処理していて、賢は決済を行うだけになってきていた。しばしばテレビ

局がオーラビジョン・システムの特番を組んで放送した。そのころは３

人がテレビや、新聞などのメディアに直接対応することは殆どなくなっ

ていた。どんなに忙しくても、賢と亜希子は祐子に対してコネクション

を試みることを怠ることはなかった。しかし、祐子と対話ができること

はなかった。片方の意思が相手側に伝えられるだけだった。ある金曜日

の夕方、賢は頭の中に祐子の叫び声を聞いた気がした。悲鳴に近かった。

「あなたぁー、たすけてください。ああ、あなたぁー、皆を救ってくだ

さい。たすけにきてぇー・・・・・・」

賢はそのメッセージに意識で応えた。

「どうした、祐子、何があったんだ？ 大丈夫か？」

「どうしたらいいの？皆、殺されちゃったの？ どうしたの？ どうす

ればいいの？」

しかし、メッセージはそれだけで途絶えてしまった。賢には意味の分ら

ないメッセージだった。少なくとも、悲惨な出来事があったらしいとい

うことしか分らなかった。賢は帰宅すると直ぐに亜希子に透視を頼ん

だ。亜希子も暫くの間祐子を捕らえることができなかったが、やがて、

病室と思われるところを祐子がおろおろ歩いている場面を透視できた。

「あなた、祐子お姉さまが病室のようなところを、ふらふらと歩いてい

ます。いえ、そこは病室ではなさそうです。いいえ、以前に見た病室の

ような場所ではなさそうです。そう、辺りは血だらけ、血だらけです！

大勢の人が倒れています。動いている人は誰も居ないようです。ああ、

なんてむごいことをするのでしょう」

「祐子は無事なのか？」
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「はい。でも、ふらふらしていて、意識が定まらないようです。あっ、

祐子お姉さまが倒れている人のところにしゃがみ込みました。祐子お姉

さまから悲しい感情が溢れ出ています。その人は動いていません。血だ

らけです。ああ、だめです。もう透視できません。分らなくなりました」

賢がもう一度通信を試みたが、クゥイーン・クゥイーンという反響以外

には何の応答も無かった。部屋の中は暫し沈黙状態になった。原、愛子、

梓の３人はただ成り行きを見守るしかなかった。全員が塞ぎ込んでいる

ときに電話が鳴った。亜希子が出た。

「もしもし、鹿島です。賢さんは居ますか?」

「あら、鹿島さん、お元気でいらっしゃいましたか？亜希子です」

亜希子は賢を呼んだ。

｢鹿島さんから国際電話です｣

そう言って受話器を渡した。

「はい、内観ですが、鹿島さんですか？」

「賢さん、俺です。久しぶりです。」

「ご無事でしたか？心配してました。今どうしてますか？」

「俺、ムーンバックスに入ったんですよ。そして、アフリカに駐在して

いるんです」

「えっ？それじゃ、やっぱり、ルワンダに居るんですか?」

「ええ、よく分かりますね」

「それはもう、鹿島さんがそのようなことをおっしゃっていたから。そ

れで、祐子さんのことは何か分かりましたか?」

「そのことで、電話したんです。いま、ルワンダの国内はまた部族同士

の衝突が起きて、大変なんです。今度はブチ族も黙って殺されるような

ことはなくて、必死に抵抗を試みているようなんです。俺の調べた限り

じゃ、祐子さんはブチ族の戦線のどこかのキャンプに居るようなんで

す。ブチ族の人の話じゃ、日本人の女性で「ママユウコ」と呼ばれる、

天女のような女性が居て、その人がルワンダ人のリーダーの夫と一緒に

ブチ族の人たちを導いているようなのです。同じユウコですから、もし

かしてと思いましたけど、ルワンダ人を夫にしていると云うところがど
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うしても納得できなくて・・・・・」

「そのママユウコはどこに居るのか分からないですか？」

「はじめは一つのキャンプに居たようなんですが、最近はあちこちのキ

ャンプを訪問して歩いて、講演をしたり、指導したり、慰安したり、看

護したりしているようです。とても優しくて、ブチ族の人は皆、ママユ

ウコのことを慕っているそうです。俺も一度会ってみたいと思っている

のです。だけどキャンプの位置が分からなくて。２、３のキャンプの位

置は推察できたのですが、彼らは武装していますから、下手に近づくと

殺されちゃいますからね」

「ブチ族のトップはどんな人ですか?」

「確か、バラックとか云う頭の切れる男です」

賢はドキッとした。祐子が「身も心も許した」相手だと思った。しかし、

賢は黙って、康介の話を聞き続けた。

「彼の妻子は２０年近く前に起きたクツ族によるジェノサイドで殺され

ました。それからずっと彼は独身のままだったんですが、最近そのママ

ユウコを連れて歩いているようなんです。ママユウコにはバラックさえ

も敬意を払っていて、彼女が歩く道はバラックが事前にチェックするほ

ど気を使っているとのことです」

「そのママユウコって人は祐子である可能性が高いと思います。もう少

し詳しく調べて頂けませんか?」

「分かりました。彼は広大なコーヒー園を保有していて、日本にもコー

ヒー豆を輸出しています。我が社との取引が無いので、俺も何度かコン

タクトをとっていますが、彼に祐子さんのことを聞いても、ただ「知ら

ない」と応えるだけでした。ママユウコのことを知ってから、一度直接

バラックに聞いてみたのですが、不機嫌そうに「別人だ」と言っていま

した」

「もし僕が行ったら、バラックさんには会うことができますか？」

「彼は心の広い男ですから、日本人なら問題なく会ってもらえます」

「分かりました。鹿島さん、僕は近いうちにアフリカに調査出張します。

もちろん主目的は祐子ですが、ついでにドゴン族のことも調べます。そ
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のときはよろしくお願いいたします」

「分かりました。それまでにブチ族のこととバラックのことをもっと調

べておきます。亜希子さんによろしく」

電話を切ると、亜希子が近づいて来て言った。

「あなた、祐子お姉さまの所在が分かったのでしょうか？」

「うん、鹿島さんが君によろしくって・・・・・祐子はどうやらルワン

ダの１部族のキャンプに居るようだ。僕は来週にでもアフリカに出掛け

て、何とか祐子に会って救い出そうと思う」

「でも、直ぐに会えるのでしょうか？」

「分からない。兎に角やってみる」

梓がその会話を聞いて言った。

「賢さん、来週って言っても、ビザも取らなくちゃならないし、準備が

大変ですよ。それに、ほかの土地の調査もされるんじゃありません

か？」

「梓、以前一緒に調査旅行計画を立てただろう。あれをやろうと思うん

だ。今のプロジェクトの向かっている方向に、多少違和感を覚えるよう

になっていて、個人的には軌道修正が必要だと思っているんだ」

「はい、わたくしもそう感じています。なんか、インフラありきの感が

強くなり過ぎていて、本来の目的が忘れられているように思っていま

す」

「そうなんだ。祐子を助け出してから、ドゴン、ケルト、そして、アメ

リカ・インディアンを調査して、途中でフェニックスに寄ろうと思うん

だ」

「それは大変です。明日からその準備に入りましょう。幸いプロジェク

トは今軌道に乗って来ていますから、楠木さんにお願いしても大丈夫だ

と思います」

「梓、手続きなんかをよろしく頼む」

「はい、もちろんです。真剣に取り組まないと準備不足で調査内容にと

りこぼしが出かねませんから」

その話を聞いていた亜希子と愛子が相次いで言った。
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「わたくしも、ご一緒させて頂きます」

「賢パパ、わたし、あさってから夏休みだから、連れて行ってくれる？」

「亜希子はいいけど、愛子は・・・・まあ、いいか。パスポートもこの

間取れたことだしな」

「わあ、やった」

「原さん、一人で大丈夫かな?」

「ええ、大丈夫ですよ。取締役連中が居ますから、いざとなれば彼らに

働いてもらいます。あの大久保さんは実務経験が豊富で大抵の事をご存

知ですから、彼が居れば大丈夫です」

「そうだね。よろしくお願いします」

賢たち一行がルワンダに着いたのは日本を出た翌日の夕刻だった。アム

ステルダム、ナイロビ経由でキガリに着いたとき、飛行機の窓から見下

ろした閑散とした風景に4人とも「ここが首都か」と思った。入国審査

と税関を通り外に出ると鹿島が待っていた。今回の旅行は長期になる可

能性もあり、チケットはオープンにしておいた。荷物は４人とも大型の

スーツケースを持って来た。国際空港とは謂え周囲は殺風景な感じで、

「人びとは一体どこに居るのだろうか？」と感じるほどだった。愛子が

言った。

「あーあ、疲れた。アフリカなのに涼しい。わたし、初めての海外旅行

でしょう。乗り継ぎの空港に比べてここはひっそりしているように思う

けど」

鹿島が言った。

「ここは、そう、町全体が交通量も少なくて静かな街だよ。どうしてこ

んな国であんな大虐殺が起きたのか信じられないよ。あれはヨーロッパ

の国にやらされたんだ。全く悪いやつらだ」

賢が言った。

「おそらく、仕掛けたやつらも、こんな酷い結果になるとは思っても見

なかったんじゃないかな。指揮したものは憎悪の鬼になっていて、実行

部隊はもう恐怖と怒りで発狂寸前だったんじゃないかな。悲しいこと
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さ」

「賢さんの言うとおりだね・・・兎に角、車を持って来るからちょっと

待っていて」

鹿島が駐車場に向かって去ると、タクシーの運転手が３、4人寄って来

て賢たちに来るように誘った。亜希子が胸を張って言った。

「Kusubiri kwa rafiki wa gari.」（友達の車を待っています）

運転手たちはぶつぶつ言いながら去って行った。亜希子ははじめて使っ

たスワヒリ語が通じたので大満悦だった。3分ほどして鹿島がジープの

ようなサファリ車を運転して来た。鹿島は賢と一緒に４つのスーツケー

スを積み込んだ。賢が助手席、3人の女性が後ろの席に乗った。

「さあ、ホテルに向かいましょう。ところで、お金は両替した?」

「ええ、バゲッジ・クレーム（荷物引渡所）でスーツケースを待ってい

るときに」

車を運転しながら鹿島が言った。

「じゃぁ大丈夫だね・・・賢さん、実はこの間電話した日に激しい戦闘

があったんです。かなりの人が犠牲になったようだよ。申し訳ないんだ

けど、あれからバラックとは連絡が取れてないんだ。だけど、ママユウ

コの居る場所は分かったよ。彼女は無事だったようだ。多分、今もそこ

に居ると思うんだ。キャンプの病院みたいなところだよ。ブチ族の人に

聞いたんだけど、彼女はブチ族全体のリーダーのような存在らしいん

だ。２人の男性が補助しているようだよ。ママユウコはすごい人のよう

だよ。あの戦闘集団を動かしているんだから」

「そうですか。でもここに居ると、戦闘なんてどこで行われているのか、

不思議になります。丘が多い所為かひっそりとしていて、とても静かで」

賢が言うと、亜希子も言った。

「鹿島さん、その戦闘の行われた場所というのはここから近いのでしょ

うか？」

「いいえ、かなり、山に入ったところです。表面上は調和しているよう

に見えますが、あのジェノサイドの後、二つの部族には消すことのでき

ない深い傷跡が残ったのです。政府の努力で沈静化しましたが、人々の



90

心の奥にはそのしこりが根を下ろしています。特にブチ族は１０人中9
人までが殺されたんですから。そう簡単に恨みが消えるわけありませ

ん。今生きているブチ族の人はほとんどが身内を失った人たちなんで

す。でも、実際はクツ族の方が仕返しを恐れて先制攻撃を仕掛けている

ようですが。政府の目の届かないところでは、未だに激しい衝突がある

ようです」

「悲しい話ですね」

梓が初めて口をきいた。

「俺、ここでブチ族の人やクツ族の人といろいろ話すことがあるんです

けど、皆心の優しい人たちですよ。日本人に似たところがあるんです。

ああいう発狂状態になったところも、第２次世界大戦中の日本の軍部と

似たところがあったんじゃないかと思います。ドイツのナチスもユダヤ

人に対してジェノサイドをやりましたし、アメリカもベトナムに枯葉剤

を撒きましたし、ロシアもアフガンやシリア、ウクライナ侵攻で大量の

殺人を行いましたし、中国も紅衛兵の階級闘争による弾圧や天安門事件

の虐殺、新疆ウイグル自治区の殺戮があったし、スーダン西部ダルフー

ル地方のジェノサイドもあったし、カンボジアもポルポト政権のホロコ

ーストがあったし、俺、人間の意識の底には計り知れない残虐性が潜ん

でいるように思います」

それを聞いて、賢が言った。

「人間の意識の底はすべての人が繋がっていて、それは一種のエネルギ

ーの場だと思うんだ。そこは狂うことの無い領域で、そこからこの世界

に現実として映し出されるときに、そこの人間の意識に歪が生じている

と社会が誤った方向に出来上がってしまう。その歪んだ状態は人間の思

考と、感情に対しても作用して、ある傾向性を作り出してしまう。その

傾向性がエスカレートするとまるで共振のような現象が起きてきて、ブ

レーキが利かなくなるんだと思う。それは特に自分の意識を生起させて

いない人たちに起こることで、意識に目覚めた人には起こらない現象だ

と思う。意識に目覚めた人はその心も感情も基底意識に基づいて働いて

いるからね」
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「賢さん、難しいですよ。運転しながらじゃとても理解できない」

「あっはっはっは、ごめんなさい」

１時間足らずでキガリの中心街に着いた。静かな街だった。その静けさ

も、人々の沈んだ心を反映しているように４人には思えた。ホテルは小

高い丘の上にある４階建ての建物だった。５時前だった。先ずチェック

インし、シャワーを浴びてから食事に出ることにした。賢と愛子、亜希

子と梓のペアで２部屋を借りた。部屋はきちんと清掃されていてきれい

だったが、賢も梓もやはり他国のホテルに比べると、設備の点では物足

りなさを感じた。愛子だけははしゃいでいた。

「賢パパ、すごい。ベッドが二つもあるわ。ほら、ここの洗面所の鏡、

すごく大きい。きれいだよ」

「愛子、これからもっとすごいホテルに泊まれるよ。まず、シャワーを

浴びなさい。やり方は分かるね」

「はーい、賢パパ」

そう言うと、愛子はスーツケースを開けて下着を取り出し、シャワール

ームに入って扉を閉めた。暫くして、愛子が裸のままシャワールームか

ら飛び出してきた。

「賢パパ、助けて！コックを捻ったら水の後で熱いお湯が出てきて、コ

ックを回しても温くならないの、火傷しちゃう」
ぬく

賢は可笑しくなって、笑いながらシャワールームに入って行き愛子に操

作を教えた。

「愛子、これが水を出すコック、こっちが温度を調節するコックだよ。

ちょっと分かりにくいからな。ほら、丁度いい温度になっただろう」

「なんだ、そうなんだ。賢パパ、ありがとう」

愛子のシャワーに時間が掛かったので、賢はシャワーを浴びずにそのま

ま出ることにした。

「賢パパ、ごめんなさい。わたしが時間が掛かったから」

「いいんだよ。帰ってから浴びるから」

BABAというレストランに行った。象の人形がゲートを飾っている他に

は、囲いや植え込みなども無く簡素な造りだったが、康介は「この辺り
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では一流のレストランだ」と言った。４人は全て康介に任せることにし

た。康介はバナナと肉を煮込んだシチューを頼んだ。甘さの感じないバ

ナナで芋のシチューのようだった。味は見た目から来る予想を超えて美

味だった。食事を終えると、康介はルワンダのビール、プリムスを賢の

グラスに注ぎながら言った。

「ここのジェノサイド記念館、見に行きますか?」

愛子が訊いた。

「ジェノサイドって何ですか?」

「民族の殲滅、皆殺しのことです」

「そんな残酷なことがここで起きたのね？」

「２０年近く前にクツ族出身の大統領の乗った飛行機が墜落して、大統

領が死んだんだ。その墜落事故はブチ族が仕組んだものだという噂が広

がって、クツ族がブチ族を種族ごと抹消しようとしたんだ。当時の政府

も加担してね。ブチ族の９割の人が抹殺されたんだ。１割の人は海外に

逃れたりして一命を取り留めた。悲惨な事件さ。だけど、そのうわさを

誰が流し、誰が広めたかが問題だ。扇動者がいたようなんだ。海外のね。

記念館には当時の虐殺死体がそのまま展示されているんだ。ミイラ化し

た死体から亡くなる前の苦しんでいる顔の表情が、今でも読み取れる

よ」

「わたし、行かない」

愛子が言った。梓も言った。

「わたくしも遠慮しとくわ」

賢が言った。

「僕は連れて行ってください。意識を透明にして対面したい。多分その

当時の意識の写像が残っているだろから、話し掛けて帰霊できるものは

帰霊させてやりたい」

賢の言葉を聴いて、亜希子が言った。

「わたくしも一緒させて頂きますわ。悲しくて耐えられるかどうか分か

りませんけど」

「それじゃぁ、その間梓さんと愛子さんにはホテルの前の街の中でも見
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物していてもらいましょう。街は安全ですから大丈夫です。３人で行っ

て来ましょう」

「それはだめよ。言葉だって分からないもの。わたしたちも一緒に行く。

だけど、記念館には入らない。わたし、そういうのだめだから」

「わたくしも一緒します。記念館に入らないで、車の中に愛子さんと一

緒に居ます」

賢が言った。

「ところで、ママユウコとはいつ会えるかな?」

「それが一番大事なことでしたね。だけど、こればかりは分からないん

です。最近のブチ族の難民解放戦線のキャンプはちょくちょく移動して

しまうので、場所が特定できないのです。現在は多分、コンゴとの国境

にあるキヴ湖の周辺に移っているようです。俺の調べた中で可能性の高

いところ３箇所に行ってみましょうか？」

賢が言った。

「我々は、鹿島さんを頼るしかありません。でもそこに行くのに危険は

ありませんか?」

「キガリの近くにも１箇所ありますが、そこはそれほど危険だとは思い

ません。他の２箇所は見た目は安全そうに見えますが、何時クツ族の愛

国戦線の残党が襲って来るか分かりません。彼らはジェノサイド条約が

制定されてから、表面上は姿を消しましたが、地下にもぐったとも、外

国に逃れたとも云われていて、機会を狙っています。クツ族の中でジェ

ノサイドに加担した者をジェノシデールと言うんだけど、２０万人くら

いいたらしいんです。同じクツ族でも穏健派の人は逆に、反逆者として

残虐な扱いを受けたようなんだ。殺さなければ殺されるそんな地獄が展

開していたようです。トータルで１００万人くらい殺されたようだよ。

人口の２割にもなるんだ。大人子供の区別無く、しかも女性は９割方強

姦されたらしい。指導者のポリシィだったようだよ。ブチ族を汚すとい

う野蛮なポリシィだ。実際にはそのジェノシデールの中でも、指揮をし

たのは政治家や実業家なんかの上層階級の人間で、教育を受けていない

人間が扇動されて虐殺を実践させられたらしい。いつの時代も同じだ
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な」

「絶対僕をそこに連れて行ってください。僕だけを」

亜希子が言った。

「わたくしも連れて行ってください」

「いや、駄目だ。どんな危険があるか分からない」

「いいえ、わたくしは死んでもかまいません、祐子お姉さまをお救いす

るために命を捧げるなら本望です」

「馬鹿なことを言うんじゃない！これだけは駄目だ。亜希子と愛子、そ

れに梓はここに残ってもらう」

「いやです！わたくしは絶対に連れて行って頂きます」

これほど頑固な亜希子の姿を賢は初めて見た。亜希子は唇を噛み締め、

目に涙を溜めている。その意思の強固なことを物語っていた。梓が言っ

た。

「いずれにしても、わたくしは同行いたします。リーダーが何とおっし

ゃろうとそれが任務ですから」

「駄目だ！万が一、僕たちが攻撃を受けて帰国できなくなった場合は、

梓にふたりを連れて帰ってもらわなくてはならない」

「リーダー、おふたりが攻撃を受けて窮地に陥ったとき、おふたり以外

に誰も居なければどうすることもできないでしょう。これで終わりじゃ

ないんです。ここで攻撃を受けても逃れなくてはならないと思います。

それがリスクヘッジでしょう。わたくしたちは、そのときリーダーたち

をお救いできると思います」

結局、十分な安全確認をしながら、全員でママユウコを探しに行くこと

になった。康介が知り合いのブチ族の若者に、最も可能性の高い現在の

ママユウコの居所を調べてもらうと言った。４人はそのままホテルに戻

って休むことになった。部屋に戻ると愛子は賢にシャワーを浴びるよう

に言った。賢は喜んで愛子の忠言に従った。ふたりは早々にベッドに潜

り込んだが、愛子はなかなか寝付かれないようだった。翌日は朝のうち

に、康介がブチ族の友人に電話してママユウコの居そうな場所を調べて

もらうように頼んだ。調べるのに丸１日は掛かるとのことだった。キャ
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ンプには翌日から廻ることにした。朝食をホテルのブッフェで摂ると、

４人は迎えに来た康介の車に乗ってキガリ市内にあるジェノサイド・ミ

ュージアムに出掛けることにした。キガリの市内は静かで、道路も舗装

されていた。人影はあまり見掛けないが、時々車が通り過ぎて行った。

ほとんどが日本車だった。バイクも通ったが、やはり日本のバイクのよ

うに見える。康介が車を停めて通り掛かった女性に道を尋ねると、周り

に居た男性や女性４、５人が集まって来て、わいわいと話している。４

人にはそれがとても親切な行為に感じられた。

「ジェノサイドなんて無かったんだ、意識の中では」

賢が言った。市街地から１０分ほどでミュージアムに着いた。ここには

遺体などが無かったので４人とも入館した。入場料は無料だった。博物

館はルワンダのジェノサイドの過程に関する展示と、ドイツのナチスや

カンボジアのポルポトなど世界各地のジェノサイドに関する展示、犠牲

者についての展示の３部門に分かれていた。英語表記があったので、愛

子以外は意味を解することができた。愛子も途中で何度も目を覆いなが

ら、分からない単語の意味を亜希子に聞いて真剣に展示を観ていた。人

々の苦しんだ痕跡を見る辛い時間は３時間に及んだ。博物館を出てか

ら、昼食を摂って、そこからムランビという町のジェノサイド・メモリ

アルに向かった。そこは当時の残虐さがそのまま窺えることで有名だと

康介が言った。２時半にはムランビに着いた。寂 謬を感じる村だった。
せきりよう

ジェノサイド・メモリアルは技術学校にする予定だった場所とのことだ

った。この土地は、国内でも最も激しく殺戮が行われた場所の一つであ

るらしい。長年にわたる民族間の対立が、大統領機の撃墜を機に無差別

大量虐殺の引き金となり、人口の８５％を占めるクツ族による１５％の

少数派ブチ族と反逆者の抹殺。子孫を残させないため女子供まで容赦な

く殺された。目の前で自分の親や子供、友人を殺された。時として友人

や肉親を殺さなければ、自分が殺された。か弱いものや幼児を壁に叩き

つけて殺した。死者１００万人、難民２００万人のジェノサイド。８帖

程の部屋におよそ５０体の遺体が木の台に置かれ、白くミイラ化してい

る。多くの部屋があった。ここにある遺体の主だった人たちはジェノサ
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イドの犠牲者のほんの一握りの人達に過ぎない。アキレス腱や首筋が切

られた遺体もある。殺人者が殺すのに疲れて、アキレス腱や首筋を切っ

て逃げられない様にした。翌日体力が回復してから殺す為だ・・・もう

人を殺すことを何とも思わなくなってしまった狂気。ジェノサイドが起

きて開校できず、そのまま遺体や遺品を展示するメモリアルにしてしま

ったとのことだった。梓と愛子は車の中で待機することにした。入場は

無料だった。教室だった一つ一つの部屋の中に目を瞑りたくなるような

数の遺体が収容されていた。一応保存処理はされていたが、独特の異臭

が立ち込めていて、胸が苦しくなってきた。埋葬されていた遺体まで掘

り起こされて展示されていると鹿島が言った。賢がふと見ると赤いカー

ネーションが遺体の前に供えられていた。亜希子は目を覆うことはしな

かったが、頬が涙でびっしょり濡れていた。ほとんどの遺体が頭部を割

られたり、頭蓋骨が陥没したりしている。中には頭が押し潰されている

ものもあった。乳幼児から成人まで、ありとあらゆる人々が殺されてい

た。世界平和を祈願する歌の歌詞を書いた紙が、賢の眼には空しく映っ

た。まだ数十年しか経っていないジェノサイドの傷が、癒えているとは

とても思えなかった。遺体の一部には頭髪が残っていた。爪の痕もはっ

きり残っている。これはまだ現実なのだと賢は感じた。亡くなった人々

の衣類も、意識的になのか無造作に竿に吊されて展示されている。どの

遺留品も血に染まり、色褪せて変色していたが、かわいらしい少女を連

想させるピンクの小さな靴下やオレンジ色のフリルの附いたスカート、

外出用だったと思われる洒落たデザインの靴・・・・亜希子は、そこで

泣き崩れてしまった。殺された人びとがその時までそこで生きていた姿

がはっきりと見えてきた。生活していた人びとは平和な日々から一気に

煉獄に突き落とされた。賢は瞑目した。表層の世界に近い次元に、無数

の彷徨える魂が見えた。まだ自分がどうなったのか理解していない魂

も、肉親への執着で動けない魂もあり、恨みと悲しみで狂ったようにな

っている魂もあった。その無数の魂に対して賢は祈りを捧げた。意識の

話す言葉は心だったので、日本語で話し掛けた。日本語もスワヒリ語も

違いは無いはずだった。多くの魂は賢の言葉に耳を傾けることは無かっ
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たが、一部の女性たちの魂が賢の周りに集まって来た。その数は次第に

増え１００名ほどになった。

「あなたたちは既に亡くなっています。分かりますか？あなた達は民族

間の争いの犠牲になりました。でも、あなた達は、殺害に加わった人た

ちに比べればまだ幸せです。彼らはこれからずっと、何生にもわたって、

自分の行ってしまった殺人という行為のために、自分自身を許すことが

できなくて苦しまなくてはなりません。あなた方にとって、その人たち

を許すことが難しいのは分かりますが、だけど許してあげてください。

彼らは操られ、自分を失って狂気に走ってしまったのです。彼らを哀れ

と思って許してあげてください。あの幸せだった頃のことを思い描いて

ください。一切の恨みや憎しみを捨てて、明るい世界に向かって進んで

行ってください。ただ憎しみや恨み、それに肉親に対する執着を捨てる

だけでいいんです。それで、この苦悶に明け暮れる苦しい世界から、楽

しい明るい世界に出てゆけます。そこで、皆でまた希望に満ちた生活を

送ることができます。たった今から憎しみ、恨み、そして執着を捨てて

ください」

賢がふと迷える魂たちから自分の傍に意識を戻すと、横に亜希子が居て

賢の話を聞いていた。亜希子も瞑想して賢の意識の中に入ってきてい

た。亜希子が意識で話をした。

「皆さん、わたくしは皆さんを愛しています。皆さんとわたくしは一緒

なのです。皆さんも、皆さん自身を愛してください。ご自分を好きにな

ってください。そして周りの皆を愛してください。以前はそうだったで

しょう。以前のようにすべての人を愛してください。その愛の心が貴女

をこの苦しい場所から、光り輝く美しい場所に導いてくれます」

賢は亜希子がこういう話ができるようになっていることに驚きを感じ

た。集まって来た何人かの魂が消えて行った。残った魂も、明らかに執

着が弱くなってきているように見えた。しかし、賢と亜希子の意識に興

味を示さなかった魂は依然として苦しみの中で葛藤していた。案内係が

「何か質問はあるか？」

と聞いたが、３人とも無言だった。案内係は
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「We must never do it again. Please transfer this message to your country.
」（われわれは二度とこれをしてはいけない。あなたの国に、このメッ

セージを伝えてください）

と言った。賢も亜希子も康介も無言で頷いた。

出口でサイン帳にサインをし、コメントを書いた。賢は

「How can I accept this.」(どうやったらこれを受け入れられるか？)

と書いた。亜希子は目にいっぱい涙を溜めて

「I forgot grief.」（悲しみを忘れてしまった）

と書いた。賢が５人分まとめてドーネイションを行った。３人が車に戻

って来ても、梓も愛子も何も聞かなかった。車に乗り込むと亜希子はま

たしゃくり上げた。涙が眼から溢れ出た。食事を済ませて宿に戻ってか

ら全員賢の部屋に集まった。翌日の心の準備をするためだった。先ず亜

希子が透視を行ったが、祐子の姿は捉えられなかった。次に賢がテレパ

シー通信を行おうとしたが、クゥイーン・クゥイーンという応答しか返

って来なかった。賢が３人に忠告した。

「決しておどおどしては駄目だぞ。僕らは日本人だ。戦闘の真っ只中に

さえ入らなければ、親日的な国だからいきなり攻撃を受けることはな

い。もし危険な状況になったら、意識をはっきりとさせていることだ。

いいね。銃や手榴弾は絶対に当たらないと確信して望むことだ。一切の

不安を捨て去って行動しよう」

翌朝５人は緊張した面持ちでホテルを後にした。亜希子は昨日、自分が

口にした「死んでもいい」という言葉が、頭の中でくるくる廻っている

のを意識していた。賢は出発前に神に祈りを捧げた。キガリの中心街を

出て暫く走ると丘がなくなり、人の気配も建物も何も無い平坦な道にな

った。康介はそれでもそこはキガリの中だと言った。やがて左手に山の

ような高い丘が現れた。そこからは低い山々が連なっていた。康介は左

折して山に向かう一本の細い道に入った。道の両脇は２メートルほどの

潅木が続き、ほどなく山と山の間のでこぼこ道の中に入り込んで行っ

た。森の中に入って行くようである。キガリの中心から２時間ほど走っ

た頃、右手に平屋の建物が見えた。康介が言った。
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「あれがキガリのキャンプです。友人がママユウコの居る可能性は五分

五分だと言ってました。俺も３回来てますけど、ママユウコには会えま

せんでした。一度はバラックに会えましたが、今日は彼も居るかどうか

分かりません」

梓が平屋の大きな建物を指差して言った。

「鹿島さん、ここは武装集団の居るところなのですか？あの建物は何で

すか？」

「武装集団はあの建物には居ません。ここからは見えませんがもう少し

先の岸壁にある洞窟に居るようです。俺も直接聞いたわけじゃないか

ら、詳しいことは分かりません。あの大きい建物は病院のような建物で、

バラックがあそこに居ましたから、多分ママユウコが居るとしたらあそ

こだと思います」

建物にあと５０メートルほどというところで、道路の両脇から１０名ほ

どの武装兵が銃を構えて飛び出して来た。康介と賢は冷静さを保ち、車

を止めた。３人の女性も冷静さを装っていたが、心臓が飛び出すほど驚

いた。

「Nani wewe. Kile ni sababu kuja hapa.」（何者だ?何しに来た?）

「Sisi ni Japani. Biashara ya kahawa, Tukaja kuona wawakilishi.」（我々

は日本人だ。コーヒーの取引のために、代表者に会いに来た）

「Ambaye unataka kuona nini?」（誰を訪ねて来た？）

「Mara ya mwisho, Mimi kujadili kwa Barac. Mimi nataka kusikia jibu.」（前

回、バラックと交渉した。回答を貰いに来た）

「Barack si hapa.」（バラックは、ここには居ない）

「Mimi wala kuhitaji kuonana naye. Mimi nataka kukutana na mtu

anayehusika.」（バラックでなくてもいい。代表者に会いたい）

「Kusubiri dakika. Nataka kwenda kwa ofisi ya kuthibitisha hilo.」（少し

待て、確認して来る）

一人の武装兵士が建物に向かって駆けて行った。賢と梓はひやりとし

た。約束したのかどうか鹿島に聞きたかったが、威厳を維持するために

黙っていた。鹿島は泰然としていた。暫くして、兵士が戻って来て言っ
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た。

「Mtu kuwajibika si hapa sasa. Lakini, tafadhali kuja in」（今は責任者が居

ないが、取り敢えず中に入ってくれ）

鹿島は

「Mimi kuelewa.」（わかった）

と言うと、車を建物の前まで進めて停め、４人を促して車から降りた。

賢が康介に聞いた。

「約束してあったのですか？」

「いいえ、コーヒーの話をしたから、彼らも応じたんでしょう」

車から降りると兵士のリーダーのような男が言った。

「Wewe tu. Watu wengine hawawezi kuja.」（お前、一人だ。他の者は中

に入れる訳にはいかない）

「Hii ni rafiki yangu. Alikuja hapa kutoka Japan hivi sasa, kwa ajili ya

biashara ya kahawa.」

（これは友達だ。コーヒーの取引の為にはるばる日本から来たばかりだ）

兵士はどうやら、若い愛子や亜希子が居るのが気になっているようだっ

た。

「Ambao ni hawa wanawake?」（その女たちは誰だ）

「Wao ni familia yake.」（こちらの人の家族だ。旅行を兼ねて来た）

「Wanawake lazima kukaa katika gari.」（女は車の中に居ろ）

「Mimi kuelewa.」（分かった）

賢はやや警戒心を抱いたが、兵士達が平常心でいることを見て取った。

３人を残しても大丈夫だと考えた。亜希子は中に入りたかった。しかし、

状況を考えて我慢した。愛子はずっと緊張しっ放しだった。兵士がふた

りを連れて先に立って建物の中に入った。薄暗い土床を進むと奥に通じ

る通路に繋がっていて、その通路の左右に部屋がある。兵士は右側にあ

る部屋の扉をノックしてから開けた。ふたりは緊張した。そこには何人

かの現地人らしい女性たちが居た。賢は瞬間的にそこにいる者達の顔を

認識した。祐子は居なかった。ルワンダの女性だけのようだった。女性

は７人居た。皆、一斉にふたりに視線を向けた。その中の一人が聞いた。
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「Wewe ni nani?」（どなたですか？）


